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◇
さ
ら
な
る
人
件
費
の
削
減
、公
の
施
設
の
民
営
化

◇
費
用
対
効
果
の
薄
い
事
務
事
業
の
統
廃
合

◇
危
機
管
理
班
を
設
置
し
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

◇
生
活
バ
ス
路
線
の
利
便
性
向
上
と
移
動
手
段
の
確
保

◇
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
組

◇
中
国
普
蘭
店
市
、営
農
大
学
校
同
窓
会
と
の
交
流
推
進

◇
歳
出
構
造
の
総
点
検
。「
歳
入
に
見
合
っ
た
事
業
規
模
に
縮
小
」

◇
税
の
公
平
性
・
公
正
性
を
保
ち
、滞
納
対
策
の
強
化

■
ご
み
・
廃
棄
物
処
理
な
ど

◇
ゴ
ミ
の
有
料
化
の
実
施
時
期
や
手
法
を
検
討

　

市
の
財
政
は
景
気
の
低
迷
や
地
価
の
下
落
な
ど
に
よ
り
、
市
税
収
入
が
年
々
減
少
し
て

お
り
、
併
せ
て
大
幅
な
人
口
減
少
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
も
減
少
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
行
財
政
改
革
を
進
め
て
、
解
決
す
べ
き
課
題
を
先
送
り

せ
ず
、
市
民
の
声
に
率
直
に
耳
を
傾
け
て
『「
自
然
」「
ひ
と
」
が
調
和
し
、
活
気
と
ぬ
く

も
り
あ
る
交
流
都
市
』
の
実
現
に
向
け
て
施
策
を
進
め
ま
す
。

◇
地
デ
ジ
化
に
よ
る
テ
レ
ビ
不
法
投
棄
撲
滅
の
啓
発

■
交
通
安
全
・
防
犯
・
防
災
・
消
防

◇
市
民
の
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り

◇
防
犯
街
灯
設
置
費
補
助
の
実
施

◇
消
費
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
や
対
処
方
法
の
啓
蒙

◇
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
に
よ
る
市
民
の
意
識
高
揚

◇
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
よ
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

◇
住
宅
用
火
災
報
知
機
の
早
期
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

◇
救
急
隊
員
の
資
質
や
技
術
の
向
上
に
よ
る
救
命
率
の
向
上

◇
地
域
防
災
に
密
着
し
た
体
制
の
強
化
と
充
実

■
総
合
窓
口
課
・
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

◇
戸
籍
電
算
化
や
臨
時
窓
口
開
設
に
よ
る
住
民
の
利
便
性
向
上

■
観
光

◇
県
内
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
る
観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
構
築
と
Ｐ
Ｒ

◇
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
に
よ
る
観
光
Ｐ
Ｒ
強
化

◇
大
館
能
代
空
港
の
利
用
促
進
に
独
自
施
策
の
事
業
化

■
商
工
業

◇
離
職
者
救
済
と
安
定
し
た
雇
用
確
保
、企
業
支
援

◇
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
と
Ｐ
Ｒ

◇
地
元
企
業
の
業
績
拡
大
支
援
と
活
性
化

◇
商
店
街
を
含
む
中
心
市
街
地
の
活
性
化

◇
特
産
品
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
新
た
な
商
品
開
発
・
改
良
へ
の
支
援

◇
珪
藻
土
を
利
用
し
た
新
た
な
商
品
開
発

◇
水
稲
種
子
購
入
農
家
へ
の
助
成

◇
農
家
経
営
の
安
定
や
食
料
自
給
率
の
維
持
・
向
上

◇
北
秋
田
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
よ
る「
売
れ
る
農
産
物
づ
く
り
」

◇
水
稲
と
畜
産
の
農
業
経
営
確
立
と
支
援

◇
比
内
地
鶏
の
新
商
品
開
発
や
販
促
活
動
強
化

◇
圃
場
の
整
備
、水
路
等
の
改
修
推
進
に
よ
る
農
業
生
産
性
の
向
上

◇
農
村
環
境
の
良
好
な
保
全
向
上
に
支
援

◇
森
林
資
源
の
適
切
な
育
成
と
良
質
材
の
生
産
拡
充

　

今
年
度
は
、
市
長
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
あ
た
り
、
観
光
Ｐ
Ｒ
は
も
と
よ
り
、

企
業
誘
致
活
動
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
等
を
活
用
し
た
地
元
の
食
材
や
特
産
品
販
売
等
を
通
し
て
、

北
秋
田
市
の
地
域
活
性
化
と
知
名
度
ア
ッ
プ
に
繋
げ
ま
す
。

　

高
校
統
合
に
よ
り
、
秋
田
北
鷹
高
校
が
開
校
し
ま
す
。
通
学
負
担
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
秋
田
内
陸
線
利
用
者
へ
の
「
通
学
定
期
補
助
」
を
行
な
い
、
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
で
は
、
市
内
全
域
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
た
学
生
た
ち
に
よ
る
活
動
が
展

開
さ
れ
ま
す
。
若
い
力
を
活
か
し
、
中
心
市
街
地
を
は
じ
め
と
し
た
賑
わ
い
創
出
や
交
流
な
ど
を

通
じ
、
地
域
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

項
目
別
の
主
な
施
政
方
針
と
事
業
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
農
林
業

■
観
光
・
商
工
業

■
生
活
環
境
・
防
犯
・
防
災
な
ど

◇
子
宮
頸
が
ん
、ヒ
ブ
、小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
全
額
助
成

■
医
療

◇
市
民
病
院
の
未
稼
働
病
床
稼
働
に
向
け
た
医
師
確
保

◇
訪
問
看
護
事
業
者
の
強
化
と
訪
問
診
療
体
制
の
充
実

◇
３
診
療
所
は
、身
近
な
医
療
施
設
と
し
て
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る

d
d

d
d

■
小
中
学
校

◇
米
内
沢
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
の
実
施

◇
鷹
巣
南
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
耐
震
補
強
工
事

◇
合
川
南
・
合
川
西
小
学
校
の
平
成
24
年
度
統
合

◇
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
の
受
入
れ
体
制
の
整
備

◇
地
場
産
食
材
を
取
り
入
れ
た
学
校
給
食
と
食
育
学
習
の
推
進

◇
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
間
を
育
む
教
育
の
推
進

◇
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
生
き
る
力
を
育
む
教
育
展
開

◇
教
育
の
質
の
向
上
と
学
校
評
価
の
実
施

■
幼
稚
園

◇
幼
児
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実

■
高
等
学
校

◇
合
川
高
校
の
校
舎
敷
地
と
建
物
の
有
効
活
用
策
の
検
討

■
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
な
ど

◇
生
涯
に
わ
た
り
学
び
た
い
と
き
に
学
べ
る
学
習
機
会
づ
く
り
の
推
進

◇
学
校
支
援
地
域
本
部
と
子
育
て
支
援
活
動
の
充
実

◇
芸
術
文
化
の
振
興
発
展

◇
貴
重
な
文
化
遺
産
の
保
護
継
承

◇
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
含
め
た
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す

◇
市
内
４
カ
所
の
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築

■
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等

◇
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
と
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大

◇
体
育
館
等
各
施
設
の
整
備
と
充
実

◇
第
54
回
秋
田
県
体
育
指
導
員
研
究
大
会
と
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同

時
交
流
事
業
の
目
的
達
成

■
都
市
計
画
・
道
路
河
川

◇
日
沿
道
「
あ
き
た
北
空
港
IC
（
仮
称
）
〜
大
館
櫃
崎
間
」
の
早
期
完
成
及
び
、

「
あ
き
た
北
空
港
IC
（
仮
称
）〜
二
ツ
井
白
神
IC
間
」
の
事
業
化
へ
の
要
望

活
動
の
推
進

◇
南
鷹
巣
団
地
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
建
設
可
能
性
検
討
調
査

◇
既
存
市
営
住
宅
の
改
修
に
よ
る
長
寿
命
化

◇
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
実
施

◇
大
野
台
幹
線
道
路
舗
装
、石
坂
大
渕
線
舗
装
補
修
工
事
の
年
度
内
完
成

◇
摩
当
〜
向
黒
沢
線
、道
路
舗
装
工
事
の
早
期
完
成

■
下
水
道

◇
下
水
道
未
加
入
世
帯
へ
の
啓
発
に
よ
る
水
洗
化
率
の
向
上

■
上
水
道

◇
老
朽
管
の
布
設
替
え
や
管
路
の
整
備
に
よ
る
水
道
水
の
安
定
供
給

■
簡
易
水
道

◇
綴
子
地
区
配
水
池
増
設
工
事
や
各
地
区
施
設
更
新
に
よ
る
水
道
水
の
安
定
供
給

◇
森
吉
・
合
川
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設
工
事
の
早
期
実
施

◇
子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て
る
環
境
の
整
備

◇
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
充
実

◇
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
に
向
け
た
支
援

◇「
ハ
ー
ト
フ
ル
倶
楽
部
」に
よ
る
男
女
の
出
会
い
の
支
援
活
動

◇
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
自
立
支
援

◇
高
齢
者
を
支
え
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
・
支
援
機
能
の
充
実

◇
認
知
症
の
啓
蒙
活
動
や
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

■
保
健

◇
土
曜
日
及
び
夜
間
の
特
定
健
診
に
よ
る
受
診
率
向
上

◇
生
活
習
慣
病
予
防
の
指
導
と
意
識
高
揚

◇「
心
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」に
よ
る
自
殺
予
防

◇
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
と
水
痘
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

■
道
路
・
河
川
・
住
宅
・
上
下
水
道

■
福
祉

■
保
健
・
医
療

■
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・
市
立
高
校

■
生
涯
学
習
・
公
民
館
活
動

■
ス
ポ
ー
ツ
関
係

▲

津
谷
市
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

で
、北
秋
田
市
を
売
り
込
み
ま
す

▲

秋
田
北
鷹
高
校
の
通
学
利
用
が

期
待
さ
れ
る
秋
田
内
陸
線

▲

市
内
全
域
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し

て
、
活
動
を
展
開
す
る
秋
田
大

学
北
秋
田
分
校
の
活
動

平
成
23
年
度
施
政
方
針

年
度
施
政
方
針

平
成
23
年
度
施
政
方
針

年
度
施
政
方
針

平
成
23
年
度
施
政
方
針
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一
般
会
計
予
算
額
は
﹇
２
０
７
億
４
９
２
０
万
７
千
円
﹈

平
成
2323
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
23
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

使用料及び手数料

自動車取得税交付金

地方特例交付金

財産収入

利子割交付金

ゴルフ場利用税交付金

寄附金

交通安全対策特別交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

繰入金

繰越金

1億9635万6千円

4271万3千円

5596万円

3503万1千円

559万6千円

729万9千円

2千円

499万3千円

97万1千円

72万4千円

10億2563万5千円

1千円

議会費

労働費 

災害復旧費

諸支出金

予備費 

2億2307万9千円

2億8435万8千円

2237万9千円

4764万8千円

5000万円

　

平
成
23
年
度
予
算
は
、
地
方
交
付
税
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
も
の

の
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
に
よ
り
財
源
の
確
保
を
図
り
、
大

野
岱
幹
線
等
の
基
幹
道
路
整
備
事
業
、
米
内
沢
小
学
校
建
設
事
業
な

ど
の
継
続
事
業
の
ほ
か
、「
内
陸
線
利
用
高
校
生
定
期
券
購
入
補
助

金
」、
種
籾
購
入
費
用
に
補
助
す
る「
主
食
用
米
緊
急
対
策
事
業
費
補

助
金
」
な
ど
の
新
規
事
業
に
加
え
、
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組

合
の
解
散
に
伴
う
清
算
費
用
な
ど
を
中
心
に
編
成
し
て
い
ま
す
。

（単位：千円）

今
年
度
は
こ
う
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

残高見込額

6億8924万8千円

1億3393万円

7万5千円

8万8千円

2748万6千円

319万9千円

24億3451万1千円

1588万1千円

4億8768万5千円

4億2551万1千円

3億1236万2千円

3万5千円

5万9千円

3314万円

893万5千円

3734万4千円

1800万円

1216万1千円

46億3965万円

国の租税から市に配分された税

市が徴収する税

事業等のための市の借入金

国・県から目的により負担金、補助

金、委託金として交付される支出金

基金、特別会計からの繰入金

地方交付税

市 税

市 債

国・県支出金

繰 入 金

高齢者、障害者、児童福祉など福祉

全般の費用

市が事業のため借り入れたお金の返済金

学校、幼稚園、各種教育施設の整備

生涯学習、公民館などの費用

職員、庁舎管理、選挙などの費用

道路等の建設費用

ゴミ処理、基本健診などの費用

農林業等の費用

消防防災などの費用

商工業振興などの費用

民 生 費

公 債 費

教 育 費

総 務 費

土 木 費

衛 生 費

農林水産費

消 防 費

商 工 費

広報広聴費

生活バス路線運行維持事業

秋田内陸線運営事業

電算システム運用費

自治活動推進費

交通安全対策費

防犯対策費

秋田県議会議員一般選挙費

農業委員会委員一般選挙費

社会福祉協議会補助金

国民健康保険特別会計繰出金

介護保険特別会計繰出金

介護サービス事業特別会計繰出金

障害者福祉費

福祉医療給付事業

後期高齢者医療特別会計繰出金

児童措置費

児童福祉施設費

児童館費

生活保護費

保健事業費

予防費

母子保健事業費

北秋田市上小阿仁村生活環境施設組合負担金

浄化槽設置事業費

特定地域生活排水処理事業特別会計繰出金

塵芥処理費

北秋田市周辺衛生施設組合負担金

クリーンリサイクルセンター費

簡易水道特別会計繰出金

退職手当負担金(北秋田市上小阿仁村病院組合清算)

北秋田市民病院負担金

阿仁診療所特別会計繰出金

米内沢診療所特別会計繰出金

地域医療連携センター事業補助金

訪問看護体制強化事業補助金

緊急雇用創出事業

ふるさと雇用基金事業

中山間地域等直接支払交付金事業

“今こそチャレンジ”農業夢プラン応援事業

村づくり交付金事業

農地・水・環境保全向上対策支援交付金事業

農業集落排水事業特別会計繰出金

林道整備事業

森林整備地域活動支援交付金

地域振興事業補助金

企業誘致対策費

森吉山スキー場開発対策費

道路維持費

道路新設改良費

公営住宅整備事業

住宅リフォーム緊急支援事業補助金

下水道事業特別会計繰出金

災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車整備事業

外国青年招致事業

学童研修センター運営費

小学校費

中学校費

幼稚園費

公民館費

図書館費

保健体育費

公共土木施設災害復旧費

16,501

64,537

108,543

200,163

13,647

14,433

11,659

17,971

16,274

52,682

216,574

700,905

112,457

730,876

283,977

132,655

1,059,967

609,179

81,179

661,308

75,346

73,243

31,754

97,420

28,620

16,804

104,961

104,375

269,559

182,950

766,872

623,720

53,603

72,325

24,280

33,744

157,687

74,981

21,888

52,666

45,085

31,905

228,392

12,502

31,197

13,000

95,185

21,189

609,771

207,056

22,190

45,000

519,030

59,320

22,514

17,136

536,842

217,863

23,989

124,215

28,593

486,410

13,641

基金名称

財政調整基金

減債基金

まちづくり基金

地域福祉基金

中山間ふるさと水と土保全基金

森吉山環境保全管理基金

地域振興基金

学校施設整備基金

土地開発基金

国民健康保険財政調整基金

介護保険財政調整基金

介護従事者処遇改善臨時特例基金

簡易水道事業減債基金

農業集落排水事業債償還基金

高額療養費貸付基金

奨学金基金

介護給付費等貸付基金

特別導入事業基金

合　　計 ◆水道事業会計、病院事業会計を除く。

国 民 健 康 保 険

国民健康保険合川診療所

老 人 保 健

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス 事 業

簡 易 水 道

農 業 集 落 排 水 事 業

下 水 道 事 業

特定地域生活排水処理事業

後 期 高 齢 者 医 療

阿 仁 診 療 所

米 内 沢 診 療 所

20,749,207
4,113,783
229,208

－
 4,616,004
131,186
828,942
410,801
1,537,762
25,186
408,723
216,186
257,821
1,007
3,014
1,340
2

851
8,143
28,302
1,587
651

12,820,499
33,569,706

19,432,546
4,161,059
226,581
4,194

4,523,349
129,181
792,016
437,764
1,542,968
35,214
426,930
394,550

－
1,007
3,014
1,501
2

965
7,139
28,607
3,331
1,165

12,720,537
32,153,083

坊 沢

綴 子

　 栄 　

沢 口

七 日 市

米 内 沢

前 田

阿 仁 合

大 阿 仁

6.8
△1.1
　1.2
皆減
2.0
1.6
4.7
△6.2
△0.3
△28.5
△4.3
△45.2
皆増
0.0
0.0

△10.7
0.0

△11.8
14.1
△1.1
△52.4
△44.1
0.8
4.4

一 般 会 計

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計
財　
　
　

産　
　
　

区

区 　 　 　 分 23年度予算額
22年度予算額

特 別 会 計 合 計

増減率％

20,911,722
4,205,379
240,701
4,240

4,620,243
129,181
966,646
414,356
1,390,792
33,111
426,700
420,649

－
44,565
66,139
57,923
1,978
24,508
55,613
180,974
13,995
6,028

13,303,721
34,215,443

当　初 当　初現　計 現　計

合 　 　 　 　 計

△0.8
△2.2
△4.8
皆減
△0.1
1.6

△14.2
△0.9
10.6
△23.9
△4.2
△48.6
皆増
△97.7
△95.4
△97.7
△99.9
△96.5
△85.4
△84.4
△88.7
△89.2
△3.6
△1.9
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第
３
回「
ろ
ば
た
講
座
」が
３
月
11
日
、合
川

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、市
民
ら

約
50
人
が
市
内
の
文
化
財
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
師
は
、
市
の
広
報
紙
で「
ふ
る
さ

と
の
文
化
財
」を
紹
介
し
て
い
る
照
内
捷
二
さ

ん
。「
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
の
中
か
ら
」と
題
し
、

文
化
財
の
歴
史
や
保
存
状
況
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

照
内
さ
ん
は「
私
は
、
研
究
家
で
も
郷
土
史

家
で
も
歴
史
学
者
で
も
な
い
が
、歴
史
は
お
も

し
ろ
い
」と
し
、
市
内
の
文
化
財
の
中
か
ら
魚

形
文
刻
石（
阿
仁
）、白
坂
遺
跡
出
土
品（
森
吉
）、

延
慶
の
碑（
合
川
）、
天
保
飢
饉
見
聞
実
録（
鷹

巣
）な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、興
味
深
い
話
に
熱
心
に
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
、聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。▲市内の文化財について学んだ「ろばた

講座」

ふるさとの文化財を学ぶ ●合川公民館「ろばた講座」

　

森
吉
山
国
有
林
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東
北

森
林
管
理
局
米
代
東
部
森
林
管
理
署
上
小
阿

仁
支
署
）
が
２
月
19
日
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
が
森
吉

山
の
魅
力
や
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
嶋
田
理
・
支
署
長
は

「
い
ろ
ん
な
知
恵
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い

た
だ
き
、
今
後
の
森
吉
山
の
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
利
用
、
地
域
の
振
興
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
藤
原
優
太
郎
・
あ
き

た
山
の
学
校
代
表
が
「
森
吉
山
の
魅
力
再
発

見
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、

村
田
君
子
・
特
定
非
営
利
法
人
冒
険
の
鍵

ク
ー
ン
理
事
長
ら
が
森
吉
山
で
の
取
組
事
例

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

▲森吉山の魅力を探った森吉山国有林公開
フォーラム

森吉山の魅力を考える ●森吉山国有林公開フォーラム

　

鷹
巣
大
館
道
路
の
摩
当
山
ト
ン
ネ
ル
の
貫

通
式
が
２
月
21
日
、
ト
ン
ネ
ル
坑
内
で
行
わ

れ
、
関
係
者
が
貫
通
を
祝
う
と
と
も
に
今
後

の
工
事
の
安
全
と
早
期
開
通
を
願
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
関
係
者
ら
約
１
５
０
人
が
出
席
。

は
じ
め
に
貫
通
発
破
が
行
わ
れ
、
貫
通
を
確

認
し
、
貫
通
点
を
清
め
た
あ
と
吉
永
宙
司
・

能
代
河
川
国
道
事
務
所
長
や
津
谷
市
長
ら
に

よ
る
通
り
初
め
の
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吉
永
所
長
は
「
最
大
延
長
と
な
る
摩
当
山

ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
に
よ
り
、
工
事
に
さ
ら
に

弾
み
が
つ
く
。
残
り
の
工
事
を
早
期
に
完
成

さ
せ
、
県
北
地
域
に
必
要
な
道
路
事
業
の
整

備
に
努
め
た
い
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら

が
貫
通
を
祝
っ
て
乾
杯
し
、
今
後
の
工
事
の

安
全
と
早
期
完
成
を
願
い
ま
し
た
。

▲関係者が鏡開きで貫通を祝い、今後の工
事の安全と早期完成を願う

摩当山トンネルが貫通 ●国道７号摩当山トンネル工事貫通式

　

第
５
回
山
の
芋
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
（
Ｊ
Ａ

鷹
巣
町
主
催
）
が
２
月
24
日
、
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
、
食
味
や
盛
り
付
け
な
ど
に
工
夫

を
凝
ら
し
た
山
の
芋
料
理
が
数
多
く
出
品
さ

れ
、
優
れ
た
作
品
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

市
民
ら
30
人
が
参
加
。
料
理
部
門
に
は
22

点
、
加
工
部
門
に
は
15
点
の
出
品
が
あ
り
、

会
場
に
は
、
朝
早
く
か
ら
調
理
さ
れ
、
食
味

と
盛
り
付
け
に
も
配
慮
し
た
彩
り
豊
か
な
料

理
が
各
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
の
取
り

組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
学
生
チ
ー
ム
と
韓

国
か
ら
の
留
学
生
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
、
佐
藤
清
孝
・
代
表
理
事
組
合

長
は
「
作
品
は
、
甲
乙
つ
け
が
た
い
料
理
ば

か
り
。
今
後
も
山
の
芋
の
普
及
、
拡
大
に
努

め
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。▲37点の作品から各賞を選んだ第５回山の

芋コンクール

山の芋を活かした創作料理 ●第５回山の芋料理コンクール

　

秋
田
県
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
意
見

発
表
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
澤
藤
匠
さ

ん
（
24
歳
・
美
栄
）
が
３
月
２
日
、
森
吉
庁

舎
を
訪
れ
、
津
谷
憲
司
産
業
部
長
に
受
賞
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

報
告
に
訪
れ
た
の
は
澤
藤
さ
ん
と
、
同
じ
く

農
業
を
営
ん
で
い
る
友
人
の
近
藤
裕
太
さ
ん
。

　

澤
藤
さ
ん
は
「
我
が
家
の
新
規
作
物
『
モ

モ
』
に
か
け
る
新
た
な
挑
戦
」
と
題
し
、
自

身
が
取
り
組
ん
で
き
た
モ
モ
の
栽
培
や
、
販

路
開
拓
に
向
け
た
熱
い
思
い
を
発
表
し
た
の

が
評
価
さ
れ
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

津
谷
部
長
は
「
意
欲
的
に
営
農
さ
れ
て
い

る
若
い
方
が
、
素
晴
ら
し
い
賞
を
受
け
る
こ

と
は
、
農
業
の
担
い
手
確
保
を
進
め
る
う
え

で
、
大
き
な
励
み
と
な
る
。
更
な
る
活
躍
を

期
待
し
ま
す
」
な
ど
と
受
賞
を
称
え
ま
し
た
。

▲優秀賞を報告した、澤藤匠さん（左）
と近藤祐太さん

澤藤匠さんが優秀賞受賞 ●秋田県ウィンターフォーラム若手農業者の意見発表部門

　

市
立
た
か
の
す
幼
稚
園
（
三
澤
仁
園
長
、

園
児
14
人
）
で
「
ひ
な
祭
り
お
茶
会
」
が
３

月
３
日
開
か
れ
、
園
児
た
ち
が
お
茶
を
い
た

だ
き
、
ひ
な
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

お
茶
会
は
「
表
千
家
小
坂
キ
ヌ
ヱ
社
中
」

の
協
力
を
得
て
開
か
れ
て
お
り
、
今
年
で
13

回
目
。
小
坂
さ
ん
は
「
今
年
も
健
や
か
に
成

長
し
ま
す
よ
う
に
お
ひ
な
様
に
お
祈
り
し
ま

し
ょ
う
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　

お
茶
会
で
は
、
作
法
を
説
明
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
和
菓
子
と
釜
の

湯
か
ら
点
て
た
抹
茶
を
振
舞
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
お
茶
と
お
菓
子
を
い
た

だ
き
「
お
茶
の
飲
み
方
を
教
え
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
」
と
元
気

な
声
で
お
礼
。
ひ
な
祭
り
の
歌
を
披
露
し
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

▲「ひな祭りお茶会」でお茶とお菓子を
楽しむ園児たち

抹茶とお菓子を楽しんだ桃の節句 ●たかのす幼稚園「ひな祭りお茶会」



　

財
団
法
人
北
秋
田
市
体
育
協
会
（
成
田
光
弘
会
長
）
が
主
催
す
る
平
成
22
年
度
北
秋
田
市
ス

ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
２
月
26
日
、
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
こ
の
１
年
間
に
ス
ポ
ー
ツ
で
功
績
の

あ
っ
た
25
団
体
71
人
が
特
別
栄
光
賞
、
栄
光
賞
な
ど
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

け
ん
じ
ろ
う

　

受
賞
者
及
び
関
係
者
な
ど
約
２
５
０
人

が
参
加
し
た
式
典
で
は
、「
若
い
力
」
を
斉

唱
し
た
あ
と
表
彰
が
行
わ
れ
、「
功
労
賞
」

「
特
別
栄
光
賞
」「
栄
光
賞
」「
奨
励
賞
」
が

そ
れ
ぞ
れ
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

成
田
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
皆
さ
ん
は
、

希
望
と
向
上
心
に
燃
え
て
競
技
の
門
を
く

ぐ
り
、
仲
間
と
と
も
に
明
る
く
、
豊
か
に

た
く
ま
し
く
、
高
い
理
想
を
掲
げ
、
か
け

が
え
の
な
い
日
々
を
競
技
の
成
就
と
心
身

の
錬
磨
に
努
め
て
き
ま
し
た
。功
労
賞
で
は
、

長
き
に
わ
た
り
団
体
の
強
化
育
成
に
ご
尽

力
を
頂
き
、
各
賞
の
み
な
さ
ん
に
は
県
大

会
を
始
め
各
大
会
で
、
す
ば
ら
し
い
活
躍

が
あ
り
、北
秋
田
市
の
栄
誉
と
伝
統
に
い
っ

そ
う
の
輝
き
を
添
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
ご
努
力
に
対
し
て
大
き
な
拍
手
を
送
り

た
い
」
と
受
賞
者
を
讃
え
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
功
労
賞
（
個
人
）】

佐
々
木
賢
二
郎
（
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会
）
協

会
設
立
当
初
か
ら
理
事
・
副
会
長
・
県
理

事
を
歴
任
、
普
及
活
動
・
組
織
の
発
展
に

尽
力

春
日
利
郎　

（
野
球
協
会
）
若
手
審
判
員
の

育
成
と
競
技
力
向
上
に
貢
献

伊
藤
敬
悦　

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
）

人
材
の
育
成
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の

普
及
と
組
織
の
発
展
に
尽
力

【
特
別
栄
光
賞
】

福
田
美
香
子　

（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
・
朝

日
大
学
）＝
第
60
回
全
日
本
学
生
選
手
権
大

会　

女
子
個
人
エ
ペ
優
勝
／
第
63
回
全
日

本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会　

女
子
個

人
エ
ペ
３
位

【
栄
光
賞
（
個
人
の
部
）】

成
田
利
奈
（
陸
上
競
技
・
鷹
巣
中
学
校
）

鷹
巣
農
林
高
校
弓
道
部

（
渡
辺
裕
希
也　

笹
代
幸
輝　

疋
田
侑
平

浅
村
晃
生　

船
木
志
暮
）

合
川
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

（
櫻
井
和
巧　

柴
田
永
未　

高
田
裕
誠

伊
藤
真
）

由
利
高
等
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
宮
腰
泉　

藤
原
聡
子
）

比
内
養
護
学
校
た
か
の
す
分
校
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
部

（
荒
川
奈
都
美　

石
山
直
人　

佐
藤
工
紀

小
林
亮
太　

斎
藤
元
気　

長
谷
川
達
也

長
岡
綾　

近
藤
栄
治
郎　

佐
々
木
莉
羅

袴
田
幸
宣　

佐
々
木
佳
子　

村
上
智
哉
）

み

か

こ

北
秋
田
市
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会

（
佐
藤
富
子　

五
代
儀
猛　

吉
岡
清
治
）

鷹
巣
農
林
高
等
学
校
ス
キ
ー
部

（
松
橋
健
斗　

大
川
翔
平　

伊
藤
佑
樹

吉
田
涼　

櫻
庭
寿
文　

加
賀
巧
哉　

佐
藤

太
一　

中
嶋
晃
大
）　
　

合
川
中
学
校
ス
キ
ー
部

（
長
田
ま
り
あ　

藤
田
菜
々
瀬　

土
濃
塚

世
奈
）

米
内
沢
高
等
学
校
ス
キ
ー
部

（
伊
藤
真
菜　

梅
田
香
寿
美
）

【
奨
励
賞
（
個
人
の
部
）】

三
上
優
香
（
陸
上
競
技
・
鷹
巣
小
学
校
）

三
沢
紘
汰
（
相
撲
・
綴
子
小
学
校
）
西
根

拓
海
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
米
内
沢
小
学
校
）

佐
藤
大
晴
（
同
）
新
屋
翔
（
相
撲
・
大
阿

仁
小
学
校
）
長
岐
美
優
（
陸
上
競
技
・
鷹

巣
中
学
校
）成
田
美
鈴（
同
）長
岐
友
江（
柔

道
・
鷹
巣
中
学
校
）
佐
藤
円
美
（
ス
キ
ー
・

鷹
巣
中
学
校
）
佐
藤
大
星
（
同
）
金
沢
脩

人
（
陸
上
競
技
・
森
吉
中
学
校
）
九
嶋
光

希
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
森
吉
中
学
校
）
渡

辺
浩
二
（
同
）
斎
藤
巧
美
（
柔
道
・
森
吉

中
学
校
）
鈴
木
紗
月
（
ス
キ
ー
・
森
吉
中

学
校
）
櫻
田
大
樹
（
野
球
・
合
川
中
学
校
）

金
田
真
美
（
柔
道
・
合
川
中
学
校
）
藤
岡

眞
也
（
陸
上
競
技
・
合
川
中
学
校
）
佐
藤

完
史
（
同
）
小
野
小
雪
（
同
）
藤
田
菜
々

瀬
（
同
）
山
崎
仁
徳
（
弓
道
・
鷹
巣
農
林

高
校
）
高
坂
享
佑
（
同
）
田
中
駿
太
（
同
）

佐
藤
那
帆
子
（
同
）
畠
山
優
貴
（
同
）　

武
田
友
樹
（
相
撲
・
鷹
巣
農
林
高
校
）
佐

藤
慧
太
（
陸
上
競
技
・
鷹
巣
高
校
）
松
橋

廣
汰
（
柔
道
・
鷹
巣
高
校
）
庄
司
雅
鷹
（
同
）

鈴
木
祥
太（
同
）松
尾
陸（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

大
館
鳳
鳴
高
校
）
中
嶋
健
太
（
同
）
松
浦

友
加
里
（
陸
上
競
技
・
米
内
沢
高
校
）
片

岡
元
気
（
野
球
・
秋
田
商
業
高
校
）
糸
井

春
夫（
陸
上
競
技
・
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
）
斎
藤
奈
奈
恵
（
同
）
加
藤
運
寿

（
同
）
野
呂
博
昭
（
同
）
岩
沢
英
章
（
同
）

杣
澤
誠
（
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
・
デ
ィ
ス
リ
ー

ト
・
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
荒

川
奈
都
美
（
同
）
笹
渕
文
也
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
・
卓
球
協
会
）
福
田
幸
作
（
同
）
嶺
脇

ル
イ
（
同
）
加
藤
ミ
ネ
子
（
同
）
成
田
重

一
（
同
）
今
野
富
士
夫
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
）
土
濃
塚
世
奈
（
ス

キ
ー
・
合
川
中
学
校
）成
田
金
正（
ス
キ
ー
・

ス
キ
ー
連
盟
）
長
谷
川
正
一
（
同
）
高
橋

冨
美
雄
（
同
）
山
田
金
正
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
）

【
奨
励
賞（
団
体
の
部
）】

綴
子
小
学
校
（
綱
引
き
）

（
石
川
太
一　

小
笠
原
怜
志　

小
林
健
太

郎　

齊
藤
祐
也　

佐
藤
慎
太
郎　

沢
田
圭

佑　

武
田
滉
大　

辻
雅
也　

細
田
拓
哉　

三
沢
紘
汰　

三
沢
晟
史　

大
川
円
香　

高

橋
麻
菜　

高
橋
和
希　

福
田
遥
香
）

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部
（
女
子
駅
伝
）

（
藤
田
彩
花　

畠
山
奈
桜　

佐
藤
円
美　

小
笠
原
朋
香　

村
上
史
帆　

畠
山
蛍　

山

内
千
代
莉　

馬
淵
優
衣
）

鷹
巣
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
高
橋
諒　

石
川
功
太　

津
谷
弥
武
樹　

畠
山
幸
也　

長
谷
川
柊
太　

鈴
木
祐
貴

畠
山
晶　

佐
藤
築　

成
田
基
武　

成
田
大

河　

五
代
儀
莉
玖　

鈴
木
達
矢　

加
賀
大

輔　

鈴
木
恭
志
郎　

津
谷
港
）

森
吉
中
学
校
野
球
部

（
池
田
光
貴　

神
成
大
夢　

木
村
太
成　

宮
野
俊
人　

大
川
和
晃　

庄
司
光
貴　

庄

司
将
史　

菅
原
康
太　

鈴
木
貴
登　

中
嶋

大
貴　

中
林
康
太　

赤
石
雄　

春
日
伶　

神
成
研
冴　

倉
島
海
斗　

近
藤
凌
太　

清

水
俊
樹　

庄
司
圭
甫　

庄
司
寛
章　

鈴
木

拓
真　

鈴
木
弥
）

森
吉
中
学
校
柔
道
部

（
若
松
裕
二　

斎
藤
巧
美　

武
石
大
貴　

佐
藤
和
貴　

藤
原
竜
太　

大
倉
凌　

庄
司

和
矢　

若
松
裕
）

鷹
巣
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
津
谷
貴
大　

畠
山
望　

津
谷
航
平　

津

谷
翔　

三
沢
成
潤　

畠
山
康
平　

松
橋
洸

太　

武
石
南　

辻
直
美　

西
根
里
佳
）

鷹
巣
高
校
陸
上
競
技
（
男
子
リ
レ
ー
）

（
藤
田
歩　

野
村
進
一　

土
濃
塚
拓　

簾

内
翔
）

鷹
巣
高
校
陸
上
競
技
（
女
子
リ
レ
ー
）

（
佐
藤
可
奈
恵　

津
谷
実
希　

橋
本
千
尋

吉
田
愛
）

鷹
巣
高
校
陸
上
競
技
（
女
子
駅
伝
）

（
大
沢
真
実　

湊
紗
樹　

松
橋
薫　

近
藤

朱
里　

奥
山
香
菜
）

合
川
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
三
輪
幸
成　

原
田
秋
宏　

川
村
雄
太　

畠
山
義
也　

桜
庭
健
有　

庄
司
幸
太　

寺

田
光
汰
）

大
館
鳳
鳴
高
校
野
球
部

（
上
杉
郷　

魚
住
雄
也　

津
谷
一
総　

成

田
秀
）

大
館
鳳
鳴
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
近
藤
広
康　

清
水
悠
功
）

北
秋
田
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

（
安
部
重
一　

千
葉
志
朗
治　

桜
庭
敏
男

斉
藤
ト
キ　

松
岡
チ
ヨ　

成
田
成
男　

山

田
隆　

千
葉
勝
美
）

北
秋
田
市
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会

（
畠
山
イ
セ　

畠
山
辰
夫　

和
田
昭
三
）

と
し
ろ
う

け
い
え
つ

り　

な

さ

や

か

あ
い
り

ゆ
う
す
け あ

お
い

ふ
み
か

ひ
で
た
か

け
ん

ただ
い
し

り
ょ
う
た

よ
う
こ

み　

き

し
ょ
う
へ
い

た
け
し

じ
ゅ
ん
や

こ
う
へ
い

け
ん
た

き
ょ
う
す
け

け
ん

あ
つ
や

ゆ
う
き

じ
ゅ
ん
の
す
け

た
く
ま

ゆ
う
や

か
い
と

ゆ

き

や

こ
う
き

ゆ
う
へ
い

し
ぐ
れ

わ
こ
う

ひ
さ
み

ゆ
う
せ
い

し
んい

ず
み

さ
と
こ

な

つ

み

な
お
と

こ
う
き

り
ょ
う
た

げ
ん
き

た
つ
や

あ
や

え
い
じ
ろ
う

り

ら

ゆ
き
の
り

よ
し
こ

こ
う
せ
い

と
も
や

と
み
こ

た
け
し

き
よ
じ

し
ょ
う
へ
い

け
ん
と

ゆ
う
き

り
ょ
う

と
し
ふ
み

た
く
や

た
い
ち

こ
う
だ
い

な

な

せ

せ　

な

ま　

な

か

す

み

ゆ
う
か

こ
う
た

た
く
み

た
い
せ
い

し
ょ
う

み 

ゆ

み
す
ず

と
も
え

ま
る
み

た
い
せ
い

し
ゅ
う

と

み
つ

き

こ
う
じ

た
く
み

さ
つ
き

だ
い
き

ま　

み

し
ん
や

ひ
ろ
ふ
み

こ
ゆ
き

な　

な

せ

じ
ん
と
く

き
ょ
う
す
け

し
ゅ
ん
た

な

ほ

こ

ゆ　

き

と
も
き

け
い
た

こ
う
た

ま
さ
た
か

し
ょ
う
た

り
く

け
ん
た

ゆ

か

り

も
と
き

は
る
お

な

な

え

ひ
ろ
あ
き

か
ず
と
し

ひ
で
あ
き

ま
こ
と

な

つ

み

ぶ
ん
や

こ
う
さ
く

い
ち

せ　

な

か
ね
ま
さ

し
ょ
う
い
ち

ふ

み

お

き
ん
せ
い

ふ

じ

お

た
い
ち

れ
い
じ

け
ん
た

ろ
う

ゆ
う
や

し
ん
た
ろ
う

け
い

す
け

こ
う
た

ま
さ
や

た
く
や

こ
う
た

ま
さ
ち
か

ま
ど
か

ま　

な

か
ず
き

は
る
か

あ
や
か

な　

お

ま
る
み

と
も
か

し　

ほ

ほ
た
る

ち

よ

り

ゆ　

い

り
ょ
う

こ
う
や

こ
う
たし

ゅ
う
た

し
ょ
う

き
ず
く

や

ぶ

き

ゆ
う
き

り 

く

き
ょ
う
し
ろ
う

み
な
と

も
と
む

た
つ
や

がす
け

た
い

だ
い

こ
う
き

ひ
ろ
む

た
い
せ
い

と
し
ひ
と

か
ず
あ
き

こ
う
き

ま
さ
し

こ
う
た

た
か
と

だ
い
き

こ
う
た

ゆ
う

り
ょ
う

け
ん
ご

か
い
と

り
ょ
う
た

と
し
き

け
い
す
け

ひ
ろ
あ
き

た
く
ま

わ
た
る

ゆ
う
じ

た
く
み

だ
い
き

か
ず
き

り
ょ
う
た

り
ょ
う

か
ず
や

ゆ
う

た
か
ひ
ろ

の
ぞ
む

こ
う
へ
い

し
ょ
う

せ
い
じ
ゅ
ん

こ
う
へ
い

こ
う

た

み
な
み

な
お
み

り　

か

あ
ゆ
む

し
ん
い
ち

た
く

し
ょ
う

か

な

え

み　

き

ち
ひ
ろ

あ
い

ま　

み

さ　

き

か
お
る

あ
か
り

か　

な

ゆ
き
な
り

よ
し
な
り

こ
う
た

け
ん
ゆ
う

あ
き
ひ
ろ

こ
う
た ゆ

う
た

き
ょ
う

ゆ
う
や

い
っ
そ
う

し
ゅ
う

ひ
ろ
や
す

ゆ
う
こ
う

じ
ゅ
う
い
ち

し
ろ
う
じ

と
し
お

し
げ
お

た
か
し

か
つ
み

た
つ
お

し
ょ
う
ぞ
う

▲フェンシングでの活躍で特別栄光賞を受

　章した福田美香子さん

桜
庭
沙
耶
香
（
同
）　

中
嶋
愛
梨
（
ス
キ
ー
・

鷹
巣
南
中
学
校
）　

佐
藤
葵
（
ス
キ
ー
・
阿

仁
中
学
校
）　

藤
嶋
裕
介
（
陸
上
競
技
・
鷹

巣
高
校
）　

松
橋
郁
香
（
同
）　

佐
藤
秀
貴

（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
合
川
高
校
）　

佐
藤
健

太
（
陸
上
競
技
・
秋
田
工
業
高
校
）　

長
岐

大
嗣
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
比
内
養
護

学
校
高
等
部
）　

小
林
亮
太
（
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ス
ク
・
比
内
養
護
学
校
た
か
の
す
分
校
）

畠
山
洋
子
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
・
卓
球
協
会
）

佐
藤
未
樹
（
弓
道
・
鷹
巣
農
林
高
校
）　
　

大
川
翔
平
（
ス
キ
ー
・
鷹
巣
農
林
高
校
）

木
村
壮
志
（
ス
キ
ー
・
合
川
中
学
校
）　

【
栄
光
賞
（
団
体
の
部
）】

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部
（
男
子
駅
伝
）

（
三
沢
純
也　

成
田
昂
平　

武
藤
研
太　

鈴
木
恭
介　

藤
嶋
健　

伊
藤
篤
也　

松
尾

祐
希　

松
尾
淳
之
介　

津
谷
拓
磨　

三
沢

悠
也　

長
谷
川
海
斗
）

じ
ゅ
う
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平
成
23
年
３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
４
日
に
開
会
、
３
月
17
日
ま
で
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
施
政
方
針
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の
大
綱
質

疑
、
ま
た
9
日
、
10
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
各
常
任
委

員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
17
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

総
務
部
関
係

■
総
務
課

　

１
月
に
入
り
降
雪
量
が
増
加
し
、
積
雪

深
が
阿
仁
合
で
１
０
６
㎝
、
比
立
内
で
１

２
９
㎝
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
１
月
11
日

「
北
秋
田
市
災
害
警
戒
部
」
を
設
置
し
ま
し

た
。そ
の
後
も
降
雪
は
続
き
、
積
雪
深
は
平

年
値
を
大
き
く
上
回
っ
て
推
移
し
、
１
月

18
日
に
は
阿
仁
地
区
で
雪
降
ろ
し
作
業
中

に
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
た
め
、
広
報
車

等
を
使
用
し
て
作
業
時
の
安
全
確
認
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。現
在
、
積
雪
量
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
関
係
機
関

と
の
連
絡
を
密
に
し
情
報
収
集
に
努
め
る

と
と
も
に
、
雪
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
警
戒
を
続
け
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
予
算
（
繰
越
明
許
費
）
に
計

上
し
て
い
た
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
整

備
事
業
は
、
１
月
27
日
工
事
請
負
契
約
を

締
結
し
て
い
ま
す
。

　

米
内
沢
診
療
所
開
設
に
伴
う
職
員
採
用

試
験
に
は
、
看
護
師
18
人
、
臨
床
検
査
技
師

２
人
、
診
療
放
射
線
技
師
６
人
、
理
学
療
法

士
１
人
、
事
務
職
員
20
人
の
応
募
が
あ
り
、

２
月
20
日
に
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
総
合
政
策
課

　

秋
田
大
学
と
の
連
携
事
業
は
、
12
月
４

日
、
11
日
に
英
語
、
１
月
６
日
に
理
科
、
１

月
29
日
に
は
保
育
の
専
門
職
を
対
象
と
し

た
各
種
講
座
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、
山
の

芋
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
に
学
生
が
参
加
す
る

な
ど
、
地
域
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

の
取
り
組
み
も
行
い
、
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
分
校
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
12
月
27
日
に
秋
田
県
が
公
表

し
た
「
平
成
22
年
国
勢
調
査
速
報
県
集
計

結
果
」に
よ
る
と
、
北
秋
田
市
の
人
口
は
3

万
６
３
９
７
人
、
世
帯
数
は
1
万
２
８
３

８
世
帯
で
、
平
成
17
年
同
調
査
と
比
べ
、
人

口
は
３
６
５
２
人
の
減
少
、
世
帯
数
は
８

２
８
世
帯
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
（
平
成

22
年
10
月
１
日
現
在
）。

　

今
後
、
総
務
省
に
お
い
て
、
各
世
帯
が
記

入
し
た
調
査
票
を
集
計
し
、
精
査
し
た
確

定
値
が
平
成
23
年
10
月
か
ら
順
次
公
表
さ

れ
る
予
定
で
す
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　

マ
イ
レ
ー
ル
意
識
を
向
上
し
内
陸
線
の

乗
車
促
進
を
図
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
、

昨
年
の
10
月
か
ら
２
月
末
ま
で
の
期
間
で

実
施
し
ま
し
た
。１
回
目
の
12
月
末
の
応

募
者
は
３
４
５
人
で
、
九
州
や
関
西
な
ど

か
ら
も
応
募
が
あ
り
、
２
回
目
は
２
月
末

に
締
め
切
ら
れ
、
３
月
に
は
温
泉
宿
泊
券

な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
内
４
高
校
の
統
合
で
新
た
に
北
鷹
高

校
が
誕
生
す
る
こ
と
に
伴
い
、
通
学
列
車

の
見
直
し
な
ど
が
行
わ
れ
た
内
陸
線
の
ダ

イ
ヤ
改
正
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。合
川
、
米

内
沢
両
校
の
生
徒
が
利
用
し
た
通
学
列
車

の
廃
止
や
利
用
の
少
な
い
列
車
の
一
部
区

間
の
廃
止
な
ど
１
・
５
行
路
を
削
減
し
、

経
営
の
効
率
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。新

ダ
イ
ヤ
は
３
月
12
日
か
ら
運
用
さ
れ
ま
す
。

　

 

　

財
務
部
関
係

■
財
政
課

　

平
成
22
年
11
月
19
日
〜
平
成
23
年
２
月

17
日
ま
で
の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０
０

万
円
以
上
）は
14
件
、
契
約
額
は
２
億
５
１

３
１
万
８
千
円
で
す
。

　

市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課

　

１
月
９
日
、
北
秋
田
市
中
央
公
民
館
に

お
い
て
、
北
秋
田
地
区
交
通
・
防
犯
指
導

隊
連
合
会
安
全
祈
願
式
及
び
観
閲
式
を
開

催
し
、今
年
も
指
導
隊
、警
察
署
等
関
係
団

体
と
連
携
し
た
活
動
を
行
い
、
市
民
の
交

通
安
全
の
確
保
や
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
、
安
全
３
法
に
基
づ
く
立
入

検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。日
常
使
用
す
る

家
庭
製
品
に
よ
る
事
故
を
防
止
し
消
費
者

の
安
全
を
守
る
た
め
、
店
舗
で
販
売
さ
れ

て
い
る
商
品
に
法
律
で
定
め
ら
れ
た
表
示

項
目
が
あ
る
か
な
ど
を
確
認
す
る
も
の

で
、
市
内
９
店
舗
で
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど

19
品
目
を
検
査
し
た
結
果
、検
査
対
象
商
品

は
す
べ
て
適
正
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
平

成
22
年
４
月
か
ら
平
成
23
年
１
月
ま
で
の

ご
み
搬
入
実
績
は
、
約
1
万
６
０
９
ト
ン

（
北
秋
田
市
分
は
約
９
９
６
０
ト
ン
）
で
、

前
年
度
に
比
較
し
て
88
ト
ン
（
北
秋
田
市

分
約
46
ト
ン
）の
増
加
で
す
。

■
総
合
窓
口
課

　

平
成
23
年
１
月
末
現
在
の
住
民
登
録
者

数
は
、
３
万
７
１
５
９
人
で
、
内
訳
は
男
１

万
７
４
５
２
人
、
女
1
万
９
７
０
７
人
、
世

帯
数
は
1
万
４
５
５
５
世
帯
で
す
。

　

一
般
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
交
付
件
数

は
、
平
成
22
年
11
月
か
ら
平
成
23
年
１
月

末
で
71
件
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
健
康
推
進
課
で
実

施
し
て
い
る
接
種
対
象
者
の
ほ
か
高
校
生

か
ら
64
歳
ま
で
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
混
合
ワ
ク
チ
ン
）

の
接
種
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。市
内

の
医
療
機
関
で
３
月
末
ま
で
に
接
種
し
た

場
合
に
限
り
１
回
に
つ
き
１
５
０
０
円
を

接
種
回
数
分
補
助
し
ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課 

　

民
生
委
員
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
で
は
、

定
数
１
５
０
人
の
う
ち
新
任
委
員
49
人
、

再
任
委
員
１
０
０
人
が
12
月
１
日
付
け
で

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
状
を
受
け
、
地

域
福
祉
の
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

２
月
２
日
に
日
本
赤
十
字
社
秋
田
県
支

部
よ
り
災
害
救
援
車
両
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
各
１

台
が
寄
贈
さ
れ
、
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
（
救
援
車
両
）、
大
阿
仁
出
張
所
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
保
育
園
入
園
申
込
み
は
、

公
立
保
育
園
５
０
２
人
（
定
員
６
２
６
人
）、

私
立
３
９
６
人
（
定
員
３
６
０
人
）
の
申
込

み
が
あ
り
、
２
月
に
入
園
審
査
と
入
園
決

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
の
２
月
定
期
払
い
は
、
対

象
者
１
９
４
９
人
へ
支
給
し
ま
し
た
。

　

自
立
支
援
給
付
事
業
は
、
１
月
末
現
在
、

介
護
給
付
１
１
２
人
、
訓
練
給
付
80
人
、
旧

法
施
設
支
援
１
１
４
人
、
自
立
支
援
医
療

５
０
８
人
で
、
地
域
生
活
支
援
事
業
は
、
日

常
生
活
用
具
80
人
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
３
人
、
日
中
一
時
支
援
29
人
の
利

用
で
す
。

■
高
齢
福
祉
課

　

福
祉
の
雪
事
業
は
、
１
２
１
１
世
帯（
２

月
15
日
現
在
）
が
登
録
し
て
い
ま
す
。12
月

か
ら
２
月
上
旬
ま
で
の
作
業
実
績
は
、
利

用
の
あ
っ
た
世
帯
が
１
０
２
９
世
帯
、
延

利
用
回
数
は
７
０
１
２
件
で
、
扶
助
費
は

１
３
９
１
万
５
３
９
５
円
で
す
。

　

介
護
保
険
事
業
は
、
介
護
給
付
等
費
用

適
正
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
介
護

支
援
専
門
員
研
修
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
チ
ェ
ッ

ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
認
知
症

高
齢
者
を
支
え
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
向
け
て
、
旧
町
単
位
４
地
区
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
懇
談
会
を
開
催
し
、
47
人
が

参
加
し
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
医
療
推
進
課

　

市
民
病
院
と
最
寄
り
調
剤
薬
局
間
の
患

者
送
迎
は
、
北
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
運
行
し
、
実
績
は
往
復
延
べ
人
数
で
12

月
１
１
３
人
、
１
月
２
７
３
人
で
す
。

　

４
月
開
設
の
米
内
沢
診
療
所
に
合
わ
せ
、

公
立
米
内
沢
総
合
病
院
に
入
院
さ
れ
て
い

る
方
々
に
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
退
院
で
き
る

よ
う
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。北
秋
田

市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
解
散
に
伴
う
米

内
沢
病
院
職
員
の
就
職
斡
旋
は
、
再
就
職

先
等
の
情
報
発
信
及
び
再
就
職
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
健
康
推
進
課

　

12
月
10
日
、
医
療
団
体
と
の
業
務
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
行
政
と
各
医
療
・
保
健

関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

成
人
検
診
事
業
は
、
１
月
末
で
特
定
健

康
診
査
の
結
果
、
動
機
づ
け
支
援
対
象
者

は
２
５
２
人
、
積
極
的
支
援
対
象
者
は
78

人
で
、
特
定
保
健
指
導
実
施
者
数
は
、
動

機
づ
け
31
人
、
積
極
的
支
援
18
人
で
す
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
（
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
）
は
、
子
宮
頸
が
ん
１
８
７
人
、
乳
が

ん
３
３
６
人
の
受
診
で
す
。
生
活
習
慣
病

予
防
事
業
は
、す
こ
や
か
健
康
講
座
を
「
が

ん
」
を
テ
ー
マ
に
５
回
開
催
し
、
５
４
６

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
心
の
健
康
づ

く
り
・
自
殺
予
防
事
業
は
、
12
月
１
日
「
い

の
ち
と
こ
こ
ろ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開

催
し
、
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
、
１

月
末
で
２
６
４
人
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
は
、
１
月
末
現
在
で
1
万
２
７
６

６
人
が
接
種
を
受
け
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

接
種
費
用
の
一
部
及
び
全
額
公
費
助
成
を

し
て
い
ま
す
。

　　

母
子
保
健
事
業
は
、
母
子
健
康
手
帳
交

付
数
が
１
月
末
で
１
３
５
人
、
母
体
健
康

増
進
事
業
と
し
て
妊
婦
健
診
受
診
券
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ッ
素
洗
口
事
業
は
、
１
月
末
現
在
で

小
学
生
１
１
１
０
人
、
中
学
生
５
６
７
人
、

保
育
園
・
幼
稚
園
児
１
７
２
人
の
実
施
で

す
。

　

献
血
実
施
状
況
は
、
１
月
末
で
成
分
献

血
45
人
、全
血
献
血
７
２
７
人
で
す
。

■
市
立
阿
仁
診
療
所

　

平
成
22
年
12
月
末
ま
で
の
医
科
外
来
患

者
数
は
1
万
５
３
９
９
人
で
、
内
科
７
６

７
２
人
、
外
科
７
７
２
７
人
、
前
年
同
期
対

比
で
８
３
０
人
の
減
少
で
す
。歯
科
の
外

来
患
者
数
は
３
１
０
９
人
で
、
前
年
同
期

対
比
で
84
人
の
減
少
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
合
川
診
療
所

　

平
成
22
年
12
月
末
ま
で
の
外
来
患
者
総

数
は
１
万
２
４
３
６
人
で
、
前
年
同
期
比

較
で
１
９
８
３
人
の
増
加
で
す
。

▲「がん」をテーマに健やか健康講座が４回

　開催されました

▲秋田大学との連携で「脱線する理科授業」

　の講座を開催 (シラス干しを観察 )



　広報きたあきた　23．４．１　13 　広報きたあきた　23．４．１  12

　　

産
業
部
関
係

■
農
林
課

　

平
成
23
年
産
米
の
生
産
目
標
数
量
は
、

県
よ
り
需
要
量
に
関
す
る
情
報
と
し
て
、

当
市
に
1
万
７
６
３
８
t
が
提
示
さ
れ
、

面
積
に
換
算
す
る
と
、
３
２
６
６
・
３
ha

の
作
付
面
積
で
す
。前
年
と
比
較
す
る
と

９
２
６
t
の
減
、
面
積
換
算
値
で
は
、
１
６

４
・
７
ha
の
減
で
す
。

　

昨
年
７
月
、
８
月
発
生
の
ゲ
リ
ラ
的
集

中
豪
雨
災
害
に
よ
る
23
箇
所
の
復
旧
事
業

は
、
昨
年
末
に
１
箇
所
が
完
成
し
、
現
在
17

箇
所
を
発
注
。３
月
末
の
完
成
を
目
指
し

て
工
事
中
で
す
。残
り
の
５
箇
所
は
、
３
月

中
に
入
札
を
実
施
し
、
春
の
農
作
業
前
に

は
全
て
の
事
業
を
終
え
る
予
定
で
す
。

　

林
業
関
係
は
、
市
有
林
の
育
成
整
備
を

図
る
た
め
、
計
画
的
に
造
林
、
下
刈
除
伐
、

枝
払
、
間
伐
、
保
育
な
ど
約
50 

ha
を
１
月
中

旬
で
完
了
し
、
良
質
材
の
生
産
と
森
林
資

源
の
有
効
利
活
用
・
資
質
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。

■
商
工
観
光
課

　

鷹
巣
地
区
中
心
商
店
街
の
活
性
化
を
図

ろ
う
と
、
12
月
６
日
か
ら
２
月
５
日
ま
で

「
第
３
回
北
秋
田
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
０
」が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

緊
急
雇
用
事
業
関
係
は
、
１
月
か
ら
５

事
業
、
８
人
を
追
加
し
失
業
者
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
館
能
代
空
港
は
、
１
月
５
日
か
ら
大

阪
便
が
休
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
羽
田
空

港
経
由
の
乗
継
ぎ
割
引
の
Ｐ
Ｒ
と
東
京
便

の
利
用
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

「
珪
藻
土
」
を
知
り
、
市
の
活
性
化
に
繋

げ
よ
う
と
、「
珪
藻
土
の
新
た
な
活
用
に
よ

る
地
域
活
性
化
」フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
２
月
４

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣
管
内
の
有
効
求
人

倍
率
が
依
然
と
し
て
低
水
準
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
緊
急
雇
用
奨
励
金
制
度
を
創
設
し
、

企
業
の
雇
用
支
援
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
８
日
〜
９
日
に
、
高
津
森
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
場
で
第
23
回
森
吉
山

ス
キ
ー
大
会
及
び
２
０
１
１
ス
タ
ー
ズ
ス

キ
ー
森
吉
山
阿
仁
大
会
が
、
２
月
25
日
〜

26
日
に
、
第
23
回
森
吉
山
ス
キ
ー
大
会（
ア

ル
ペ
ン
）、
第
12
回
森
吉
山
ス
ラ
ロ
ー
ム
大

会
が
阿
仁
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、多
数
の

参
加
者
の
も
と
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

森
吉
山
の
樹
氷
鑑
賞
が
１
月
８
日
か
ら

３
月
13
日
の
日
程
で
始
ま
り
、
妖
し
く
輝

く
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
の
樹
氷
群
な
ど
大

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
12
日
〜
13
日
に
第
17
回
鷹
巣
も

ち
っ
こ
市
が
開
催
さ
れ
、
手
作
り
餅
、
お
焼

き
、
大
福
餅
や
地
元
特
産
品
等
が
販
売
さ

れ
、大
勢
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課

　

年
次
計
画
で
整
備
中
の
市
営
住
宅
へ
の

火
災
警
報
器
の
設
置
は
、
12
月
上
旬
に
７

団
地
86
戸
が
完
成
し
、
今
年
度
で
全
て
の

団
地
に
取
り
付
け
を
終
え
ま
し
た
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
は
、

２
月
15
日
現
在
で
補
助
金
交
付
決
定
数 

２

７
７
件
、交
付
決
定
額
４
０
１
３
万
円
で
す
。

■
建
設
課

　

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
事
業
（
繰
越
事
業
）
は
、
計
画
７
件
の

う
ち
測
量
設
計
業
務
委
託
１
件
、
道
路
維

持
工
事
５
件
、
流
雪
溝
設
置
工
事
１
件
を

発
注
し
、６
件
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付

金
事
業
（
繰
越
事
業
）
は
、
計
画
24
件
の
う

ち
測
量
設
計
業
務
委
託
５
件
、
道
路
維
持

工
事
19
件
を
発
注
し
、
22
件
が
完
成
し
て

い
ま
す
。

　

災
害
復
旧
事
業
は
、
河
川
災
害
復
旧
工

事
４
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。道
路
災
害

復
旧
工
事
８
件
は
、
今
月
下
旬
の
発
注
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
上
下
水
道
課

　

上
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
字
西
石
ノ
巻
地

内
を
起
点
と
し
た
緊
急
連
絡
管
布
設
工
事

が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、
小
猿
部
地
区
簡
易

水
道
記
録
計
更
新
工
事
、阿
仁
合
簡
易
水
道

仕
切
弁
取
替
工
事
の
２
件
が
完
成
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
阿
仁
川
災
害
復
旧
助
成
事
業
に

伴
う
水
道
管
移
設
工
事
、高
長
橋
橋
梁
添
架

管
布
設
工
事
の
２
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
の
工
事
の
発
注
状
況

は
、
鷹
巣
処
理
区
に
お
い
て
、
脇
神
字
平
崎

上
岱
地
内
の
幹
線
工
事
と
面
整
備
工
事
、

脇
神
字
赤
川
岱
地
内
の
面
整
備
工
事
の
２

件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
の
工
事
の
発
注
状

況
は
、
阿
仁
前
田
地
内
の
架
け
替
え
と
な

る
八
幡
橋
に
添
架
す
る
下
水
道
管
移
転
工

事
１
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
は
、
よ

り
一
層
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
１
月

下
旬
に
未
設
置
世
帯
の
戸
別
訪
問
と
、
２

月
７
日
に
阿
仁
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
事
業
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

消
防
本
部
関
係

■
常
備
消
防

　

平
成
22
年
中
の
各
種
災
害
概
要
は
、
火

災
の
発
生
が
19
件
で
、
火
災
種
別
で
は
建

物
火
災
11
件
、
林
野
火
災
３
件
、
車
両
火
災

２
件
、そ
の
他
火
災
３
件
で
す
。

　

救
急
出
場
は
１
５
４
３
件
で
１
４
５
０

人
を
搬
送
し
、
事
故
種
別
で
は
急
病
、
一
般

負
傷
、交
通
事
故
の
順
で
す
。

　

救
助
出
場
は
64
件
で
、
11
人
を
救
出
・

救
助
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
捜
索
活
動
は
５

件
で
、
う
ち
２
件
は
防
災
ヘ
リ
「
な
ま
は

げ
」に
よ
り
救
助
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
推
進
補
助

事
業
の
申
請
状
況
は
、
平
成
22
年
４
月
１

日
か
ら
同
12
月
31
日
ま
で
11
自
治
会
、
町

内
会
か
ら
１
６
７
世
帯
分
の
申
請
が
あ
り

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
に
入
り
、
１
月
中
に
建
物
火
災
が

４
件
発
生
し
、
焼
死
者
１
人
、
負
傷
者
１
人

が
発
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
１
月
25
日
に

「
火
災
多
発
警
報
」を
発
令
し
て
い
ま
す
。

■
非
常
備
消
防

　

１
月
４
日
、
北
秋
田
市
消
防
出
初
式
が

合
川
地
区
を
会
場
に
行
わ
れ
、
多
数
の
ご

来
賓
と
市
民
の
見
守
る
中
、
約
６
０
０
人

の
消
防
団
員
と
婦
人
消
防
隊
員
の
分
列
行

進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
、
23
日
に
市
内
各
地
区
で
文

化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
火
災
想
定
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課 

　

阿
仁
中
学
校
体
育
館
改
築
工
事
は
、
２

月
末
の
進
捗
率
が
98
％
と
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。

　

あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
は
、
県
か

ら
委
託
さ
れ
た
３
年
の
期
間
が
、
３
月
で

終
了
し
ま
す
が
、
学
園
生
活
の
成
果
が
そ

の
後
の
学
校
生
活
に
顕
著
に
現
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
県
と
し
て
は
こ
の
事
業
を
是

非
と
も
継
続
し
た
い
強
い
意
向
で
あ
り
、

市
と
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

市
立
幼
稚
園
の
在
園
児
は
14
人
で
、
そ

の
内
、卒
園
予
定
児
は
７
人
で
す
。

■
学
校
教
育
課

　

第
54
回
全
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
で
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目
に
お
い
て
男
子
の
木

村
壮
志
さ
ん
（
合
川
中
３
年
）
が
フ
リ
ー
で

２
位
、
ク
ラ
シ
カ
ル
で
３
位
に
入
賞
、
女
子

で
は
フ
リ
ー
で
佐
藤
葵
さ
ん
（
阿
仁
中
１

年
）が
優
勝
、
ク
ラ
シ
カ
ル
で
中
嶋
愛
莉
さ

ん
（
鷹
巣
南
中
３
年
）
が
優
勝
し
た
ほ
か
、

両
種
目
に
お
い
て
３
位
ま
で
を
当
市
の
中

学
校
で
独
占
す
る
大
活
躍
で
し
た
。ま
た
、

合
川
中
が
女
子
リ
レ
ー
で
優
勝
し
、
学
校

対
抗
で
も
優
勝
を
飾
る
な
ど
の
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
の
市
立
小
・
中
学
校
の
卒

業
予
定
者
は
、
小
学
校
３
０
３
人
、
中
学
校

２
９
４
人
で
す
。

　

昭
和
37
年
の
創
立
以
来
、
49
年
間
の
歩

み
を
記
し
て
き
た
市
立
合
川
高
等
学
校
の

閉
校
式
が
２
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
校
最
後
の
卒
業
式
は
３
月
３
日

に
行
わ
れ
、
３
年
生
61
人
が
校
門
を
後
に

し
ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
課 

　

各
公
民
館
で
開
催
し
て
い
た
定
期
講
座

は
順
調
に
運
営
さ
れ
、
２
月
末
を
も
っ
て

閉
講
と
な
り
、
受
講
生
は
そ
れ
ぞ
れ「
文
化

交
流
の
つ
ど
い
」な
ど
を
開
催
し
、
学
ん
だ

成
果
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。２
月
22

日
の
高
齢
者
大
学
（
高
鷹
大
学
・
合
川
こ

と
ぶ
き
大
学
・
森
吉
大
学
・
阿
仁
生
き
活

き
大
学
）で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
活
動
の

締
め
く
く
り
と
し
て
の
全
体
講
座
が
開
催

さ
れ
、
お
互
い
の
交
流
学
習
を
深
め
な
が

ら
生
き
甲
斐
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
各
地
区
の
冬

休
み
の
活
動
と
し
て
地
域
の
お
年
寄
り
と

の
餅
つ
き
や
お
正
月
の
伝
承
遊
び
を
行
い
、

世
代
間
交
流
を
さ
ら
に
深
め
て
い
ま
す
。

　

２
月
２
日
、
胡
桃
館
遺
跡
調
査
検
討
委

員
会
が
発
足
し
、
各
分
野
の
方
々
５
人
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
昨

年
７
月
に
同
大
学
と
当
市
で
結
ば
れ
た
伊

勢
堂
岱
遺
跡
の
調
査
研
究
等
の
相
互
協
力

協
定
に
よ
る
「
縄
文
人
の
世
界
観
と
カ
タ

チ
」
と
い
う
企
画
展
（
３
月
19
日
ま
で
）
が

開
催
さ
れ
、
市
内
６
つ
の
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
約
１
０
０
点
の
遺
物
も
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　

12
月
２
日
、
北
秋
田
市
ス
キ
ー
大
会
組

織
・
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
今
シ
ー

ズ
ン
の
大
会
日
程
と
開
催
場
所
等
を
協
議

し
ま
し
た
。12
月
24
日
に
、
市
営
薬
師
山
ス

キ
ー
場
の
ス
キ
ー
場
開
き
が
行
わ
れ
、
冬

期
間
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

１
月
30
日
、
第
４
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー

大
会
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
の
部
か
ら
壮

年
の
部
ま
で
合
わ
せ
て
２
８
５
人
の
選
手

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
月
６
日
、
阿
仁
ス
キ
ー
場
で
第
63
回

大
館
北
秋
田
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
・
第
56

回
北
秋
田
市
学
童
ス
キ
ー
大
会
ア
ル
ペ
ン

競
技
が
、
北
秋
田
市
空
港
周
辺
ふ
れ
あ
い

緑
地
広
場
で
は
学
童
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
競
技
が
開
催
さ
れ
、
両
会
場

合
わ
せ
て
２
８
６
人
の
選
手
が
参
加
し
、

家
族
の
方
々
や
地
域
の
方
々
の
大
き
な
声

援
が
会
場
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

▲手づくりの餅などを求めて賑わう第17回

　もちっこ市

▲市内各地で文化財防火デーに火災想定訓
　練を実施（綴子、内館文庫跡）



　　　　

市
内
中
学
校
全
５
校
の
卒
業
式
は
、
３
月
11
日

に
発
生
し
た
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
の
影
響
で
、
期
日
を
変
更
し
、
３
月

13
日
に
鷹
巣
中
学
校
と
合
川
中
学
校
、
３
月
14
日

に
鷹
巣
南
中
学
校
、
３
月
19
日
に
森
吉
中
学
校
と

阿
仁
中
学
校
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
卒
業
生
は
鷹
巣
中
が
１
１
２
人
、
合

川
中
50
人
、
鷹
巣
南
中
50
人
、
森
吉
中
65
人
、
阿

仁
中
18
人
の
計
２
９
５
人
。

　

こ
の
う
ち
鷹
巣
中
学
校
で
は
、
卒
業
生
、
在
校
生
、

教
職
員
、
来
賓
、
保
護
者
が
出
席
し
、
体
育
館
を

会
場
に
式
典
が
行
わ
れ
、
伊
東
篤
校
長
が
一
人
一

人
に
卒
業
証
書
を
授
与
し
、「
４
月
か
ら
皆
さ
ん
は
、

自
ら
の
意
志
で
選
ん
だ
道
を
そ
れ
ぞ
れ
歩
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
道
は
今
回
の
地
震
の
よ
う
に

予
期
せ
ぬ
事
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
ど
の
よ
う
な
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
的
確
に

判
断
し
、
決
し
て
く
じ
け
る
こ
と
な
く
、
そ
の
困

難
に
立
ち
向
か
い
自
分
の
力
で
自
分
の
道
を
切
り

開
い
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
あ
と
、
卒
業
生
や
保
護
者
は
各
ク
ラ
ス

で
担
任
ら
と
の
最
後
の
別
れ
を
惜
し
み
、
３
年
間

の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
小
学
校
15
校
の
卒
業
式
は
、
3
月

13
日
か
ら
17
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
は
全

校
合
わ
せ
て
３
０
４
人
で
す
。

　

各
学
校
で
は
全
校
児
童
に
よ
る
呼
び
か
け
な
ど

で
、
思
い
出
や
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
合
い
、
在

校
生
や
保
護
者
ら
が
見
守
る
中
、
小
学
校
生
活
の

思
い
出
と
４
月
か
ら
の
中
学
校
生
活
へ
の
希
望
を

胸
に
母
校
を
巣
立
ち
ま
し
た
。



　広報きたあきた　23．４．１　17 　広報きたあきた　23．４．１  16

読
書
を
通
し

豊
か
な
人
間
性
と
考
え
る
力
を
育
む

大関紗愛さん（鷹巣東保育園）
◇題名：みんなわたしのポカポカ
　　　   ホテルにきてね
（書名「ポカポカホテル」）　　
　

※
受
賞
作
品
の
一
部
（
感
想
文
は

特
選
、
感
想
画
は
佳
作
以
上
）
は
、

作
品
集
「
読
書
の
あ
と
で
」
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
立
図
書
館

及
び
公
民
館
図
書
室
な
ど
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
読
書
を
通
じ
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
感
想
文
部
門
と
感

想
画
部
門
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
で
は
部
門
ご
と
に
入
賞
者
が
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
三
澤
教
育
長
か
ら
表

彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
感
想
文
部
門
で
、
亀
山
恵
子

審
査
委
員
長
（
前
森
吉
中
学
校
長
）
が
、

感
想
画
部
門
で
、
和
田
克
郎
委
員
長
（
元

扇
田
小
学
校
長
）
が
、
審
査
結
果
を
講
評
。

　

そ
の
後
、
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
校
の

部
特
選
の
堀
内
俊
哉
さ
ん
（
綴
子
小
３
年
）

と
小
坂
悠
理
さ
ん
（
鷹
巣
東
小
６
年
）
が
受

賞
作
品
を
朗
読
し
、
読
書
で
得
た
感
動
を

し
っ
か
り
し
た
声
で
来
場
者
に
伝
え
ま
し
た
。

【
小
学
校
３
年
生
の
部
】

▽
特
選　

「
守
っ
て
く
れ
た
点
子
ち
ゃ
ん
」

堀
内
俊
哉
（
綴
子
小
）

▽
入
選　

中
山
輝
星
（
鷹
巣
小
）　

森
山
桃

葉
（
鷹
巣
小
）　

庄
司
和
奏
（
鷹
巣
中
央
小
）

▽
佳
作　

相
馬
隆
典
（
合
川
北
小
）　

小
畑

一
輝
（
鷹
巣
小
）　

村
上
一
大
（
鷹
巣
東
小
）

千
葉
駿
太
（
鷹
巣
南
小
）　

奥
山
ひ
か
る
（
米

内
沢
小
）　

鈴
木
和
真
（
浦
田
小
）

【
小
学
校
４
年
生
の
部
】

▽
特
選　

「
本
当
の
親
切
っ
て
」 

久
住
栞
（
浦

田
小
）

▽
入
選　

三
澤
彩
乃
（
綴
子
小
）　

神
成
恭

花
（
浦
田
小
）　

佐
藤
愛
美
（
合
川
東
小
）

▽
佳
作　

和
田
静
香
（
鷹
巣
小
）　

奥
山
容

子
（
米
内
沢
小
）　

柏
木
茄
々
子
（
同
）　

【
小
学
校
５
年
生
の
部
】

▽
特
選　

「
み
ぽ
り
ん
の
お
か
げ
で
」　

加

賀
谷
詩
織
（
鷹
巣
小
）「
お
ば
あ
さ
ん
か
ら

学
ん
だ
こ
と
」　

小
畑
ひ
か
り
（
同
）

▽
入
選　

佐
藤
宗
一
朗
（
合
川
東
小
）　

成

田
有
彩
花
（
合
川
南
小
）　

▽
佳
作　

小
坂
栞
（
鷹
巣
東
小
）　

工
藤
夕

奈
（
綴
子
小
）　

近
藤
伸
亮
（
鷹
巣
中
央
小
）

藤
嶋
杏
香
（
鷹
巣
西
小
）　

木
村
ま
つ
り
（
米

内
沢
小
）　

松
浦
唯
（
前
田
小
）

【
小
学
校
６
年
生
の
部
】

▽
特
選　

「
生
き
の
び
る
た
め
に
を
読
ん
で
」

小
坂
悠
理
（
鷹
巣
東
小
）

▽
入
選　

田
中
和
輝
（
合
川
南
小
）　

茂
内

花
歩
（
鷹
巣
小
）　

三
澤
瑚
子
（
綴
子
小
）

▽
佳
作　

三
浦
く
る
み
（
合
川
南
小
）　

工

藤
真
寛
（
合
川
北
小
）　

村
上
那
々
（
鷹
巣

東
小
）
若
狭
玲
那
（
鷹
巣
南
小
）　

千
葉
海

里
（
同
）
鈴
木
大
志
（
前
田
小
）

【
中
学
校
１
年
生
の
部
】

▽
特
撰　

「『
自
分
』
と
『
他
人
』
を
つ
な

ぐ
も
の
」　

斉
藤
美
沙
希
（
鷹
巣
中
）

▽
入
選　

工
藤
希
美
子
（
鷹
巣
中
）

▽
佳
作　

佐
々
木
宏
明
（
阿
仁
中
）　

佐
藤

聖
玲
菜
（
同
）　

三
上
茜
（
鷹
巣
中
）　

金

ま
ど
か
（
森
吉
中
）　

細
田
さ
り
な
（
同
）

【
中
学
校
２
年
生
の
部
】

▽
特
選　

「『
今
を
生
き
る
』
こ
と
」
小
井

田
麗
菜
（
森
吉
中
）

▽
入
選　

松
橋
翔
（
阿
仁
中
）　

福
森
賢

（
同
）

▽
佳
作　

高
屋
夏
希
（
森
吉
中
）　

【
中
学
校
３
年
生
の
部
】

▽
入
選　

藤
原
武
治
（
鷹
巣
南
中
）　

▽
佳
作　

長
田
雄
太
（
合
川
中
）　

豊
村
将

哉
（
同
）

【
高
校
・
一
般
の
部
】

▽
特
選　

「
狐
舟
を
読
ん
で
」
中
嶋
美
枝
子

（
脇
神
）

▽
入
選　

久
留
嶋
孝
（
七
日
市
）　

藤
田
淳

（
材
木
町
）

▽
佳
作　

三
澤
悦
子
（
綴
子
）　

【
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部
】

▽
特
選　

三
澤
由
飛
（
鷹
巣
中
央
保
育
園
）

大
関
紗
愛
（
鷹
巣
東
保
育
園
）

▽
入
選　

伊
勢
す
ず
み（
あ
い
か
わ
保
育
園
）

平
川
真
喜
（
同
）
松
岡
憂
杏
（
同
）　

福
岡

楓
（
鷹
巣
中
央
保
育
園
）
花
田
龍
紅
（
南

鷹
巣
保
育
園
）
長
岐
心
美
（
七
日
市
保
育
園
）

▽
佳
作　

み
う
ら
ゆ
き
な
（
阿
仁
合
保
育

園
）
金
森
天
虎
（
あ
い
か
わ
保
育
園
）　

中

嶋
歩
野
香
（
た
か
の
す
幼
稚
園
）　

三
澤
佑

子
（
鷹
巣
中
央
保
育
園
）　

津
谷
咲
姫
（
同
）

加
賀
美
蓮
（
同
）　

大
川
亮
太
郞
（
綴
子
保

育
園
）　

佐
藤
美
柚
（
南
鷹
巣
保
育
園
）　

間
嶋
春
音
（
同
）　

佐
々
木
彩
乃
（
認
定
こ

ど
も
園
し
ゃ
ろ
ー
む
）
稲
葉
未
来
海
（
同
）

金
和
香
羽
（
米
内
沢
保
育
園
）

【
小
学
校
１
年
生
の
部
】

▽
特
選　

ふ
じ
し
ま
ゆ
う
人
（
鷹
巣
小
）　

中
嶋
彩
香
（
鷹
巣
中
央
小
）　

▽
入
選　

佐
藤
優
姫
（
合
川
東
小
）　

松
岡

譲
（
合
川
西
小
）　

伊
藤
明
莉
（
鷹
巣
東
小
）

日
下
部
和
（
同
）　

藤
田
奈
美
葵
（
鷹
巣
中

央
小
）
中
田
裕
生
（
鷹
巣
南
小
）

▽
佳
作　

山
田
幸
（
阿
仁
合
小
）　

鈴
木
公

基
（
大
阿
仁
小
）　

櫻
田
壮
（
合
川
西
小
）

と
の
づ
か
し
ょ
う
（
合
川
南
小
）　

み
な
と

や
る
な
（
鷹
巣
小
）　

八
し
ろ
や
す
た
か

（
同
）　

田
村
れ
な
（
鷹
巣
東
小
）　

奥
山
愛

理
（
同
）　

山
田
彩
人
（
綴
子
小
）　

畠
山

正
輝
（
鷹
巣
中
央
小
）　

松
山
真
菜
（
鷹
巣

西
小
）　

金
沢
ゆ
い
（
米
内
沢
小
）　

神
成

紗
弥
（
浦
田
小
）　

三
浦
健
太
（
前
田
小
）

【
小
学
校
２
年
生
の
部
】

▽
特
選　

さ
と
う
あ
い
な
（
鷹
巣
小
）　

布

田
茉
穂
（
鷹
巣
南
小
）

▽
入
選　

三
浦
笑
茉
（
合
川
南
小
）　

す
ず

木
す
み
か
（
鷹
巣
小
）　

ふ
じ
し
ま
千
か
（
綴

子
小
）　

成
田
聡
志
（
鷹
巣
中
央
小
）　

片

山
優
希
（
鷹
巣
西
小
）　

神
成
百
音
（
浦
田

小
）

▽
佳
作　

辻
涼
馬
（
阿
仁
合
小
）　

高
せ
き

あ
か
ね
（
大
阿
仁
小
）　

佐
藤
ゆ
め
実
（
合

川
東
小
）　

櫻
田
航
汰
（
合
川
西
小
）　

西

根
維
吹
（
鷹
巣
小
）　

高
橋
す
み
れ
（
鷹
巣

東
小
）　

さ
く
ら
ば
り
ん
（
綴
子
小
）　

佐

藤
羽
寿
（
鷹
巣
中
央
小
）　

高
橋
涼
（
米
内

沢
小
）　

西
根
春
菜
（
前
田
小
）

し
ゅ
ん
や

き
ら
り

わ
か
な

も
も

り
ゅ
う
す
け

か
ず
ひ
ろ

か
ず
き

し
ゅ
ん
た

か
ず
ま

し
お
り

あ
や
の

ま
な
み

き
ょ
う

し
ず
か

な

な

こ

ま
さ

し
お
り

そ
う
い
ち
ろ
う

あ

さ

か

し
お
り

ゆ
う

の
ぶ
あ
き

き
ょ
う
か

ゆ
い

ゆ
う
り

か
ず
き

か

ほ
　

こ

こ

ま
ひ
ろ

な

な

れ

な

か
い

た
い
し

み

さ

き

き

み

こ

ひ
ろ
あ
き

せ

れ

な

あ
か
ね

れ
い
な

か
け
る

さ
と
る

な
つ
き

た
け
は
る

ゆ
う
た

ま
さ

み

え

こ

た
か
し

じ
ゅ
ん

え
つ
こ

ゆ
う
と

さ

ら

し
ん
き

ゆ

あ

か
え
で

り
ゅ
う
く

こ
こ
み

て
と
ら

ゆ
う

ほ

の

か

さ

き

れ
ん

り
ょ
う
た
ろ
う

み

ゆ

あ
や
の

は
る
ね

あ

す

か

わ

か

ば

あ
や
か

ゆ

き

あ
か
り

な

み

き

の
ど
か

じ
ょ
う

ゆ
う
せ
い

み
ゆ
き

そ
う

こ
う

あ
い

あ
や
と

ま
さ
き

ま

な

さ　
や

け
ん
た

ま

お

え

ま

そ
う
し

も

ね

か
え
で

り
ょ
う
ま

み

こ
う
た

い
ぶ
き

う
す
み

り
ょ
う

は
る
な

ち

はか

こなり

や

こも
とり

布田茉穂さん（鷹巣南小２年）
◇題名：森のキラキラツリー
（書名「子うさぎましろのお話」）
　　　

ふじしまゆう人さん（鷹巣小１年）
◇題名：うみの中は、まぶしいね
（書名「とうさんはタツノオトシゴ」）
　　　

三澤由飛さん（鷹巣中央保育園）
◇題名：みんなでちからをあわせると
　　　　　　　　　ひつじだって　つよいぞ
（書名「オオカミがやってきた」）

　

平
成
22
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
２
月
26
日
、
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

各
部
門
の
入
賞
者
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
度
の
読
書
感
想
文
部
門
に
は
小
中
高
・
一
般
か
ら
1
4
9
点
、
感
想
画
部

門
に
は
幼
稚
園
・
保
育
園
及
び
小
学
校
１
・
２
年
生
か
ら
4
4
1
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

さとうあいなさん（鷹巣小２年）
◇題名：生きるクジラ
（書名「ぼくのクジラ」）　　　

中嶋彩香さん（鷹巣中央小１年）
◇題名：あわてんぼりんごふしぎなせかい
（書名「あわてんぼりんご」）　　　

と

ゆ
う
き

▲入賞者を１人ずつ表彰
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文
化
年
間
（
１
８
０
４
年
〜
）
阿
仁

地
方
を
旅
し
た
紀
行
家
菅
江
真
澄
が
、

合
川
川
井
の
神
職
で
あ
っ
た
斎
藤
治
継

の
42
歳
の
お
祝
い
に
贈
っ
た
歌
で
す
。

　

書
に
は
、

　

「
こ
と
し　

斎
藤
治
継
ぬ
し　

用
装
ま

り
布
多
都
の
齢
へ
に
け
こ
と
ほ
き
な
ん

し
け
れ
ば
そ
か
祝
ひ
の
こ
こ
ろ
を　

巨

度
斯
よ
り　

人
の
行
寿
永　

齢
由　

鶴

の
ひ
な
ま
で
も
友
と
し
遊
べ　

真
栖
（
花

押
）」

と
書
か
れ
、
千
年
も
長
生
き
し
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
内

容
で
す
。
文
化
２
年
（
真
澄
52
歳
頃
）

の
筆
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。（
用
装
＝

四
十
、
布
多
都
＝
ふ
た
つ
、
巨
度
斯
＝

こ
と
し
、
行
寿
永
＝
ゆ
く
す
え
、
寿
永

と
長
寿
を
意
味
す
る
漢
字
、
齢
由
＝
よ

わ
ひ
よ
し
）

　

真
澄
は
、
享
和
２
（
１
８
０
２
）
年

頃
か
ら
文
化
２
（
１
８
０
５
）
年
に
か

け
て
阿
仁
地
方
（
森
吉
、
阿
仁
、
合
川
）

及
び
小
猿
部
地
区
を
旅
し
、
斎
藤
家
中

心
に
宿
泊
・
滞
在
し
て
い
ま
す
。

　

菅
江
真
澄
は
、
宝
暦
４
（
１
７
５
４
）

年
三
河
国
（
愛
知
県
）
に
生
ま
れ
た
国

学
者
で
あ
り
紀
行
家
で
、
天
明
４
（
１

７
８
４
）
年
か
ら
東
北
地
方
を
巡
遊
し

ま
し
た
。
そ
し
て
各
地
の
名
所
旧
跡
や

寺
社
、
人
々
の
衣
食
住
、
産
物
、
歴
史
、

伝
説
や
伝
承
、
信
仰
、
歌
や
踊
り
、
鉱
山
、

植
物
な
ど
様
々
な
分
野
の
記
録
を
残
し

て
い
ま
す
。
真
澄
の
著
書
と
し
て
、『
真

澄
遊
覧
記
』
と
よ
ば
れ
る
日
記
の
他
、

地
誌
や
随
筆
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
当
地

方
に
関
連
し
た
記
録
（
ス
ケ
ッ
チ
）
と

し
て
、
小
ケ
田

[

埋
没
家
屋

]

、[

阿
仁

で
見
た
人
面
土
器]

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▽
平
成
８
年
６
月
24
日
指
定

▽
資
料
／
「
合
川
町
の
文
化
財
」、「
真

澄
研
究
13
号
」、「
森
吉
山
麓
菅
江
真
澄

の
旅
」、「
菅
江
真
澄
と
秋
田
」、「
菅
江

真
澄
の
見
た
森
吉
」　

他

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　

照
内
捷
二

条
幅
（
150
×
43
㎝
）

　生涯学習フェスタが３月６日、市中央公民館で開催さ

れ、訪れた市民は多彩なイベントを楽しみました。

　この催しは、公民館講座などで学習した成果を地域に

還元し、活躍につなげていくことを目的に今年初めて開

催されました。

　会場には、各ブースに体験コーナーが設けられ、来場

者は新聞紙を利用したエコバックや、ちりめんの小物づ

くり、折り紙等に挑戦していました。また、「百人一首」

や「ネイガーかるたとり」、「ミュージックケア」では、

会場に訪れた子どもから高齢者までの皆さんが一緒に参

加し、ふれあいながら楽しみました。

　

平
成
23
年
度
高
齢
者
大
学
を
各
地
区
で

開
講
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

生
涯
学
習
課
・
各
公
民
館
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
運
営
費
は
い
ず
れ
も
千
円
で
す
。

テ
ー
マ
「
仲
間
と
楽
し
く
学
び
合
お
う
」

内 

容　

全
体
講
座
等
、
年
６
回
程
度

　
　
　

 

ク
ラ
ブ
活
動
月
１
〜
２
回
。

対 

象　

55
歳
以
上
の
方

受 

付　

４
月
１
日
（
金
）
〜
４
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　

中
央
公
民
館

☎
62-

１
１
３
０

テ
ー
マ
「
学
び
続
け
る
喜
び
の
発
見
と
仲        

　
　
　
　

間
作
り
」

内 

容　

年
８
回
の
実
施
を
予
定
（
講
演
会
、

　
　
　

 

移
動
研
修
、
運
動
会
な
ど
）

対 

象　

55
歳
以
上
の
方

受 

付　

４
月
１
日
（
金
）
〜
４
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　

合
川
公
民
館

☎
78-

２
１
１
４

テ
ー
マ
「
新
た
な
生
き
が
い
に
挑
戦
し
て

　
　
　
　

み
よ
う
」

内 

容　

年
６
回
の
実
施
を
予
定
（
講
演
会
、

　
　
　

 

移
動
研
修
、
学
習
会
な
ど
）

対 

象　

55
歳
以
上
の
方

受 

付　

４
月
１
日
（
金
）
〜
４
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　

森
吉
公
民
館

☎
72-

３
２
５
９

～まなぼう・あそぼう・つたえよう～

◇
所
有
者
・
個
人

合
川
こ
と
ぶ
き
大
学

高
鷹
大
学

テ
ー
マ
「
楽
し
く
学
ん
で
い
き
い
き
と
！
」

内 

容　

年
６
回
（
講
演
会
、
移
動
研
修
、

       

歴
史
探
訪
な
ど
）

対 

象　

60
歳
以
上
の
方

受 

付　

４
月
１
日
（
金
）
〜
４
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　

阿
仁
公
民
館

☎
82-

２
２
２
０

　

音
楽
好
き
な
子
ど
も
た
ち
で
構
成
さ
れ

た
「
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
」

は
、
郷
土
出
身
の
作
曲
家
・
成
田
為
三
先

生
の
作
品
を
中
心
に
、
い
ろ
い
ろ
な
曲
を

楽
し
く
歌
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

素
敵
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
自
分
た
ち
の
歌

声
で
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

対　
　

象　

小
学
校
１
年
生
〜
高
校
３
年
生

練
習
場
所　

森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

練
習
時
間　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
12
時

参

加

費　

無
料

制　
　

服　

無
料
貸
与

　
　
　

生
涯
学
習
課
文
化
班

☎
62-

６
６
１
８

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

団
員
募
集
！

◎
５
月
開
講

森
吉
大
学

阿
仁
生
き
活
き
大
学

◇
所
在
地
・
川
井
字
屋
布
岱
15-

４

（
保
管
者
・
県
立
博
物
館
、寄
託
資
料
）

問

申

▲「母と子のわくわく広場」
では、ミニ障害物を就学前の
ちびっこたちがハイハイ競争

折
り
紙
で
花
や
動
物
に
挑
戦

　
　
　
　
　

(

栄
す
み
れ
会
）

▲

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
で
は
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み

ま
し
た
。

▲
▲

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
平
均
年
齢
75
歳

「
峠
の
シ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
」

「
手
お
り
」
実
演
コ
ー
ナ
ー

で
は
初
め
て
の
体
験
も
。

▲

エ
コ
バ
ッ
ク
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
で
紹
介
し
た
エ
コ

バ
ッ
ク
を
中
央
公
民
館
に
お
い
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
家
庭
で
作
ら
れ
た
方
は
中
央

公
民
館
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
に

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　　　

　
　
　
　
　

中
央
公
民
館

☎
62-

１
１
３
０

問

問

申

問

申

問

申

問

申

▲突然、アニアイザーが　登場

▲仔やぎの会の人形劇
▲新聞紙を使ってエコバック作り

公民館からのおしらせ

　４月１日より、市内の各公民館の

使用料が改正されます。また、中央

公民館分館は廃止になります。

　なお、新料金は右のとおりです。

　　　（各公民館共通）

　問合せ　中央公民館

　　　　　　　　　☎62-1130

入場料（無）

入場料（有）

営利・興行

入場料（無）

入場料（有）

営利・興行

３，１５０円

５，２５０円

１０，５００円

１，０５０円

１，５７０円

５，２５０円

２，１００円

３，１５０円

５，２５０円

１５，７５０円

１，０５０円

１，５７０円

６，３００円

２，１００円

３，１５０円

６，３００円

２１，０００円

１，０５０円

２，１００円

７，３５０円

２，１００円調理室

ホール

区　　分

一室
（ホール・調
理室以外）

午　前

９：００～　

　　１２：００

午　後

１３：００～　

　　１７：００

夜　間

１８：００～　

　　21：３０

冷暖房料
金１時間
当 た り

１，０５０円

２１０円

２１０円
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■
総
務
部

◎
部
長
＝
小
塚
毅
（
総
務
課
長
）

▽
総
務
課
／
課
長
＝
石
川
博
志
（
財
政

課
）
／
総
務
班
＝
小
坂
健
正
／
職
員
班
＝

金
澤
誠
／
危
機
管
理
班
＝
☆
浅
村
武
則

（
生
活
課
）
／
髙
橋
浩
二

▽
総
合
政
策
課
／
政
策
班
＝
小
松
正
彦
／

石
崎
真
康
／
広
報
班
＝
松
岡
繁
広

■
財
務
部

▽
財
政
課
／
財
政
班
＝
☆
櫻
田
進
（
商
工

観
光
課
）
／
山
田
和
人
／
管
材
班
＝
☆
土

佐
良
成
（
農
林
課
）
／
堀
内
清
美

▽
税
務
課
／
課
長
＝
木
村
知
剛
（
教
委
総

務
課
長
）
／
市
民
税
班
＝
山
田
賢
一
／
資

産
税
班
＝
萩
野
貴
久
／
明
石
麗
子
／
収
納

班
＝
中
川
和
恵
／
九
島
友
康

■
市
民
生
活
部

◎
部
長
＝
畠
山
正
（
健
康
福
祉
部
長
）

▽
生
活
課
／
環
境
班
＝
☆
松
橋
久
司
（
学

校
教
育
課
）
／
三
浦
仁
作
／
津
谷
尚
志
／

地
域
推
進
班
＝
☆
渡
辺
幸
子
（
生
涯
学
習

課
）
／
三
澤
真
人
／
木
村
秀
信
／
ク
リ
ー

ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
＝
相
馬
覚

▽
市
民
課
／
課
長
＝
宮
野
悦
朗
（
阿
仁
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
長
）
／
市
民
班
＝
☆
石

川
悦
子
（
総
合
窓
口
課
）
／
成
田
美
穂
子

／
加
賀
光
也
／
柳
谷
重
光
／
平
川
優
子
／

高
堰
光
樹
／
佐
藤
元
気
／
国
保
年
金
班
＝

☆
佐
藤
ま
り
子
（
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
）
／
工
藤
健
寿
／
佐
藤
栄
作
／
福
士

裕
子
／
松
橋
康
浩
／
白
渡
わ
か
な
／
畠
山

匡
平

▽
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー

長
＝
畠
山
修
（
建
設
課
長
）
／
市
民
生
活

班
＝
☆
柴
田
幸
一
（
合
川
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
）
／
伊
藤
充
子
／
菊
地
真
由
美
／
金

田
宗
也

▽
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
市
民
生
活

班
＝
板
垣
直
人

▽
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー

長
＝
渡
部
哲
男
（
学
校
教
育
課
長
）
／
市

民
生
活
班
＝
☆
高
田
耕
搾
（
生
活
課
）
／

松
橋
み
ど
り
／
大
阿
仁
出
張
所
＝
☆
石
川

真
幸
美
（
阿
仁
公
民
館
）

■
健
康
福
祉
部

◎
部
長
＝
三
上
純
治
（
高
齢
福
祉
課
長
）

▽
福
祉
課
／
地
域
福
祉
班
＝
佐
藤
信
也
／

障
が
い
福
祉
班
＝
金
田
陽
平
／
鷹
巣
中
央

保
育
園
＝
小
林
幸
子
／
齊
藤
京
子
／
山
田

由
喜
子
／
原
田
慶
子
／
鷹
巣
東
保
育
園
＝

小
熊
あ
け
み
／
あ
い
か
わ
保
育
園
＝
成
田

美
佳
子
／
北
林
美
紀
子
／
九
島
美
由
起
／

米
内
沢
保
育
園
＝
中
川
佐
恵
子
／
前
田
保

育
園
＝
田
崎
美
規
子
／
阿
仁
合
保
育
園
＝

松
橋
多
美
子
／
松
橋
祐
子
／
大
阿
仁
保
育

園
＝
鈴
木
忠
子

▽
高
齢
福
祉
課
／
課
長
＝
鈴
木
祐
悦
（
総

合
窓
口
課
長
）
／
高
齢
福
祉
班
＝
☆
畠
山

尋
子
（
教
委
総
務
課
）

▽
医
療
推
進
課
／
阿
仁
診
療
所
＝
春
日
洋

子
／
佐
藤
ま
ゆ
み
／
杉
渕
み
ど
り
／
櫻
田

真
由
美
／
米
内
沢
診
療
所
＝
斉
藤
順
悦

▽
健
康
推
進
課
／
健
康
推
進
班
＝
☆
吉
田

幸
子
（
健
康
推
進
課
）
／
佐
藤
ま
ゆ
み

■
産
業
部

▽
農
林
課
／
課
長
＝
九
嶋
巧
（
医
療
推
進

課
）
／
農
業
振
興
班
＝
藤
野
義
則
／
藤
田

学
／
疋
田
知
機
／
戸
沢
元
継
／
林
業
振
興

班
＝
☆
原
兵
誠
（
財
政
課
）
／
北
林
靖
人

▽
商
工
観
光
課
／
商
工
労
働
班
＝
村
形
晴

樹
／
観
光
振
興
班
＝
佐
藤
昌
博
／
佐
藤
孝

一
／
大
野
拓
哉

■
建
設
部

◎
部
長
＝
堀
部
聡
（
上
下
水
道
課
長
）

▽
都
市
計
画
課
／
建
築
住
宅
班
＝
石
上
和

彦▽
建
設
課
／
課
長
＝
藤
嶋
一
夫
（
合
川
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
長
）
／
管
理
班
＝
☆
福

田
公
人
（
会
計
課
）
／
工
務
班
＝
中
林
藤

洋
／
三
澤
茂
孝

▽
上
下
水
道
課
／
課
長
＝
福
岡
正
治
（
教

　

市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

異
動
総
数
は
２
４
６
人
、
う
ち
市
長
及
び
教
育
委
員
会
部
局
が
２
０

３
人
、
消
防
本
部
43
人
で
す
。

　

今
年
度
は
、
地
域
医
療
体
制
の
維
持
、
危
機
管
理
体
制
の
構
築
、
行

革
の
一
環
と
し
て
の
廃
棄
物
対
策
や
基
幹
産
業
の
振
興
を
方
針
と
し
ま

し
た
。

　

機
構
改
革
と
し
て
、
総
務
部
総
務
課
に
危
機
管
理
班
を
設
置
。
健
康

福
祉
部
医
療
推
進
課
に
米
内
沢
診
療
所
を
設
置
。
ま
た
、
総
合
窓
口
課

の
名
称
を
市
民
課
と
変
更
し
ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
、
県
総
務
企
画
部
市
町
村
課
、
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
な
ど
に
2
人
を
派
遣
し
ま
す
。

人　　

事　　

異　　

動
（

）
は
異
動
前
。
部
課
長
、
班
長
・
主

幹
、
退
職
者
等
を
除
き
、
役
職
と
異

動
前
の
所
属
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

☆
は
班
長
・
主
幹

委
総
務
課
）
／
水
道
班
＝
☆
中
嶋
正
広

（
建
設
課
）
／
奥
山
信
仁
／
下
水
道
班
＝

石
崎
正
則
／
水
木
正
範

▼
会
計
課
／
佐
藤
貴
詩

■
議
会
事
務
局

▽
☆
木
村
元
紀
（
議
会
事
務
局
）
／
渡
辺

靖
光
／
工
藤
留
理
子

■
教
育
委
員
会
事
務
局

◎
教
育
次
長
＝
工
藤
正
則
（
農
林
課
長
）

▽
総
務
課
／
課
長
＝
佐
藤
晶
彦
（
税
務
課

長
）
／
総
務
班
＝
☆
花
田
文
隆
（
教
委
総

務
課
）
／
日
下
部
公
信
／
佐
藤
裕
和
／
森

吉
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
＝
越
前
谷
聖

子
／
阿
仁
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
＝
小

武
海
正
義

▽
学
校
教
育
課
／
義
務
教
育
班
＝
工
藤
知

佳
子
／
野
呂
康
一
／
鷹
巣
中
央
小
学
校
＝

新
林
正
美
／
鷹
巣
南
小
学
校
＝
藤
島
恵
子

／
合
川
北
小
学
校
＝
佐
藤
正
芳
／
米
内
沢

小
学
校
＝
奥
山
昭
光
／
前
田
小
学
校
＝
原

田
里
美
／
阿
仁
合
小
学
校
＝
三
浦
徳
浩
／

森
吉
中
学
校
＝
工
藤
孝
清

▽
生
涯
学
習
課
／
生
涯
学
習
班
＝
☆
村
上

洋
一
（
合
川
高
校
）
／
三
澤
照
美
／
森
吉

公
民
館
＝
高
田
節
子
／
阿
仁
公
民
館
＝
☆

石
川
静
子
（
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
・

大
阿
仁
出
張
所
）
／
鷹
巣
図
書
館
＝
宮
野

知
子
／
小
笠
原
雅
明

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
／
ス
ポ
ー
ツ
班
＝
☆

櫻
田
義
信
（
合
川
高
校
）

■
農
業
委
員
会
事
務
局

▽
局
長
＝
長
岐
正
美
（
農
林
課
）

■
監
査
委
員
事
務
局

▽
中
島
礼
美

■
消
防
本
部

◎
消
防
長
＝
杉
渕
敬
輝
（
教
育
次
長
）

消
防
次
長
兼
署
長
＝
長
岐
純
一
（
消
防
本

部
総
務
課
長
）

▽
総
務
課
／
課
長
＝
土
濃
塚
廣
孝
（
議
会

事
務
局
）
／
佐
藤
晋

▽
警
防
課
／
課
長
＝
大
沢
秀
高
（
消
防
本

部
消
防
署
）

▽
北
秋
田
市
消
防
署
／
副
署
長
＝
辻
一
明

（
警
防
課
）
／
☆
成
田
忠
男
（
合
川
分

署
）
／
松
橋
雅
徳
／
五
十
嵐
高
次
／
成
田

佑
吾
／
吉
田
富
昭
／
近
藤
大
斗
／
佐
藤
勝

人
／
八
幡
竹
之

▽
森
吉
分
署
／
高
橋
憲
二
／
木
村
喜
春
／

佐
藤
寿
人
／
宮
腰
耕
里

▽
阿
仁
分
署
／
分
署
長
＝
越
前
谷
正
光

（
上
小
阿
仁
分
署
）
／
佐
藤
宏
樹

▽
合
川
分
署
／
分
署
長
＝
近
藤
忠
彦
（
合

川
分
署
）
／
田
中
正
／
宮
野
義
行
／
髙
坂

優
輝

▽
上
小
阿
仁
分
署
／
分
署
長
＝
大
沢
誠
治

（
上
小
阿
仁
分
署
）
／
武
石
博
／
小
林
喜

博
／
山
田
昇
／
長
崎
馨

■
総
務
部
付
職
員
・
・
・
〈 

〉
は
派
遣
先

▽
千
葉
祐
幸
〈
秋
田
県
総
務
企
画
部
市
町

村
課
〉
／
髙
橋
将
智
〈
秋
田
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
〉
／
戸
嶋
拓
志
／
佐
藤

稚
子
／
柴
田
美
雪
／
富
樫
深
雪
／
成
田
寿

■
新
規
採
用
職
員
・
・
・
〈 

〉
は
配
属
先

▽
市
長
部
局
／
高
谷
大
〈
財
務
部
税
務

課
〉
／
神
成
志
織
〈
健
康
福
祉
部
福
祉

課
〉
／
金
田
孝
志
〈
健
康
福
祉
部
医
療
推

進
課
〉
／
原
田
潤
平
〈
健
康
福
祉
部
医
療

推
進
課
阿
仁
診
療
所
〉
／
高
橋
賢
郎
〈
健

康
福
祉
部
医
療
推
進
課
米
内
沢
診
療
所
〉

／
佐
藤
隆
之
〈
同
〉
／
小
嶋
美
喜
子

〈
同
〉
／
木
村
公
美
〈
同
〉
／
田
口
小
百

合
〈
同
〉
／
松
岡
智
恵
美
〈
同
〉
／
工
藤

行
子
〈
同
〉
／
松
橋
美
保
〈
同
〉
／
畠
山

沙
織
〈
同
〉
／
奥
山
富
夫
〈
同
〉
／
五
十

嵐
香
菜
子
〈
同
〉
／
木
村
千
春
〈
同
〉
／

後
藤
篤
志
〈
同
〉
／
九
嶋
朝
香
〈
健
康
福

祉
部
健
康
推
進
課
〉
／
三
國
佳
紀
〈
産
業

部
農
林
課
〉
／
佐
藤
周
作
〈
建
設
部
上
下

水
道
課
〉

▽
消
防
本
部
（
消
防
吏
員
）
／
藤
嶋
梢
平

〈
北
秋
田
市
消
防
署
〉
／
出
川
謙
佑
〈
森

吉
分
署
〉
／
田
中
宏
和
〈
阿
仁
分
署
〉
／

佐
藤
光
世
〈
合
川
分
署
〉
／
山
岡
陽
平

〈
上
小
阿
仁
分
署
〉

■
退
職
者

▽
工
藤
信
夫
（
総
務
部
長
）
／
津
谷
和
暁

（
市
民
生
活
部
長
）
／
青
山
秀
三
（
生
活

課
参
事
）
／
澤
藤
栄
子
（
総
合
窓
口
課
主

幹
）
／
鈴
木
厚
子
（
合
川
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
主
幹
）
／
三
浦
ヨ
ウ
子
（
あ
い
か
わ

保
育
園
参
事
）
／
田
口
鐘
子
（
阿
仁
合
保

育
園
主
幹
）
／
庄
司
光
子
（
高
齢
福
祉
課

主
幹
）
／
松
橋
セ
ツ
子
（
健
康
推
進
課
主

幹
）
／
赤
石
利
法
（
建
設
部
長
）
／
藤
岡

セ
イ
子
（
合
川
北
小
学
校
校
務
員
）
／
梅

邑
ミ
サ
（
阿
仁
合
小
学
校
校
務
員
）
／
山

本
務
（
合
川
高
校
教
諭
）
／
佐
藤
榮
悦

（
合
川
高
校
教
諭
）
／
佐
藤
隆
男
（
合
川

高
校
教
諭
）
／
佐
藤
速
夫
（
農
業
委
員
会

事
務
局
長
）
／
藤
島
孝
雄
（
消
防
本
部
消

防
長
）
／
伊
東
郷
美
（
消
防
本
部
消
防
次

長
）
／
大
野
賢
一
（
消
防
本
部
阿
仁
分
署

長
）
／
齊
藤
進
（
消
防
本
部
上
小
阿
仁
分

署
長
）
／
工
藤
恭
平
（
消
防
本
部
阿
仁
分

署
主
事
）
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◇
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

市議会第５回臨時会（議事堂）市議会第５回臨時会（議事堂）

　

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見
が
3
月
18
日
、

市
役
所
で
開
か
れ
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
の
対
応
や
３
月
定
例
議
会
の
報
告
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

津
谷
市
長
は
、
こ
の
度
の
大
地
震
に
つ

い
て
、発
生
か
ら
情
報
収
集
や
停
電
、断
水

な
ど
へ
の
市
の
対
応
を
説
明
し
、
現
況
に

つ
い
て
は
「
ガ
ソ
リ
ン
等
の
燃
料
が
不
足

し
て
い
る
。市
で
も
全
庁
を
挙
げ
て
、
消
灯

や
暖
房
の
制
限
、
公
用
車
の
使
用
制
限
や

ゴ
ミ
の
収
集
の
休
止
等
で
節
約
に
努
め
て

い
ま
す
。秋
田
内
陸
線
で
は
、
運
休
や
運
行

本
数
の
調
整
な
ど
の
影
響
も
出
て
い
ま
す
。

当
地
へ
の
燃
料
の
供
給
は
、
徐
々
に
回
復

す
る
見
込
み
で
す
。医
療
機
関
や
福
祉
施

設
へ
優
先
的
な
配
給
を
行
う
た
め
、
市
民

の
皆
様
に
は
、
さ
ら
な
る
節
約
と
共
に
不

要
不
急
の
給
油
は
控
え
て
い
た
だ
き
、
鉄

道
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用

い
た
だ
く
な
ど
、
冷
静
な
行
動
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
報
告
と
呼
び
か
け

を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
藤
唯
直
副
市
長
の
辞
任
に
伴

い
、
工
藤
信
夫
氏
を
副
市
長
に
選
任
し
た

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

【
経
歴
】

　

▽
昭
和
25
年
北
秋
田
市
生
ま
れ
▽
同
50

年
関
東
学
院
大
学
工
学
部
卒
業
▽
民
間
会

社
を
経
て
同
53
年
旧
鷹
巣
町
職
員
に
任
用

▽
平
成
11
年
建
設
課
長
、
以
降
ま
ち
づ
く

り
政
策
課
長
、
財
務
課
長
、
福
祉
保
健
サ

ー
ビ
ス
課
長
▽
同
17
年
北
秋
田
市
建
設
部

下
水
道
課
長
、
同
建
設
課
長
、
総
務
部
長

節
約
や
冷
静
な
行
動
を
呼
び
か
け
る

２
月
16
日
（
水
）
▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社
第
67
回
取
締
役
会

（
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）▽
秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会

定
例
会（
秋
田
市
）

17
日（
木
）▽
第
１
回
北
秋
田
市
後
期
基
本
計
画
策
定
委
員
会（
大
会
議
室
）

18
日（
金
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
議
会（
森
吉
庁
舎
）

21
日
（
月
）
▽
摩
当
山
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式
（
摩
当
山
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
）
▽
北
秋
田

市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
議
会
定
例
会（
公
立
米
内
沢
病
院
）

22
日（
火
）▽
秋
田
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
業
務
経
理
事
業
部
会（
秋
田
市
）

23
日（
水
）▽
秋
田
銀
行
鷹
巣
支
店
雪
害
見
舞
金
贈
呈（
本
庁
舎
）▽
平
成
22
年
度
第

３
回
国
保
運
営
協
議
会（
本
庁
舎
）▽
北
秋
中
央
病
院
運
営
委
員
会（
北
秋
田

市
民
病
院
）

25
日（
金
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
秋
田
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
平
成
23

年
第
１
回
組
合
会（
秋
田
市
）

26
日
（
土
）
▽
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
（
文
化
会
館
）
▽
栄
公
民
館
補
修
工
事

完
成
祝
賀
会（
栄
公
民
館
）

28
日
（
月
）
▽
北
秋
田
地
区
保
護
司
会
平
成
22
年
度
第
４
期
定
例
研
修
会
（
中
央
公

民
館
）▽
北
秋
田
市
誘
致
企
業
懇
談
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

３
月
１
日（
火
）▽
虻
川
副
市
長
選
任
書
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
鷹
巣
農
林
高
等
学
校

卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）

２
日（
水
）▽
鷹
巣
高
等
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）

３
日（
木
）▽
合
川
高
等
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）

４
日（
金
）▽
平
成
23
年
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

５
日（
土
）▽
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
温
泉
再
開
を
祝
う
集
い

       

（
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
）

８
日（
火
）▽
平
成
23
年
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

９
日（
水
）▽
平
成
23
年
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

13
日（
日
）▽
鷹
巣
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）

15
日（
火
）▽
鷹
巣
西
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）

市議会で答弁する津谷市長

▲地震の影響を鑑み、節約や冷静な行動を呼

びかける津谷市長

　
▽
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
る

こ
と

▽
申
し
込
む
方
及
び
工
事
す
る
住
宅
に
住

む
親
族
が
、
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

▽
市
内
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

▽
賃
貸
し
て
い
る
住
宅
又
は
賃
貸
す
る
予

定
の
住
宅
で
な
い
こ
と

　

右
記
の
ほ
か
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
も
の
。

・
申
請
者
が
所
有
し
、
住
ん
で
い
る
住
宅

で
あ
る
こ
と

・
親
又
は
子
が
所
有
し
、
申
請
者
が
住
ん

で
い
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

・
親
又
は
子
が
所
有
し
、
住
ん
で
い
る
住

宅
で
あ
る
こ
と

・
申
請
者
が
所
有
し
、
親
又
は
子
が
住
ん

で
い
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

▽
工
事
費
用
が
50
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

▽
平
成
24
年
３
月
30
日
ま
で
に
完
了
す
る

工
事
で
あ
る
こ
と

▽
市
内
に
本
店
の
あ
る
業
者
又
は
市
に
住

民
登
録
さ
れ
た
個
人
が
工
事
す
る
こ
と

（
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
）

・
公
共
工
事
の
施
行
に
伴
う
補
償
費
の
対

象
と
な
る
工
事
費
用

・
門
や
塀
等
、
い
わ
ゆ
る
外
構
工
事
費
用

・
重
複
計
上
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
他
の

補
助
制
度
を
利
用
す
る
工
事
の
費
用

・
そ
の
他
、
補
助
金
の
交
付
が
適
当
で
な

い
と
認
め
ら
れ
る
工
事
の
費
用

◎
工
事
費
の
10
分
の
１
金
額

　

た
だ
し
、
20
万
円
を
限
度
と
す
る

■
受
付
開
始　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

■
申
請
場
所　

都
市
計
画
課
（
森
吉
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　

生
活
課
（
本
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　

合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

■
申
請
方
法　

工
事
着
手
前
に
補
助
金
交

付
申
請
書
へ
以
下
の
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い

▽
工
事
契
約
書
の
写
し

▽
内
訳
明
細
書
の
写
し

▽
工
事
着
工
前
の
写
真

　

（
施
工
箇
所
が
は
っ
き
り
判
る
写
真
）

▽
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

◎
補
助
金
の
交
付
申
請
は
、
同
一
年
度
内

に
１
回
限
り
で
す
。

※
平
成
22
年
度
に
本
事
業
を
利
用
さ
れ
た
方

は
、
補
助
を
受
け
た
リ
フ
ォ
ー
ム
等
工
事
箇

所
・
工
事
内
容
と
異
な
る
工
事
を
申
請
す
る

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

先
に
受
け
た
補
助
金
と
合
わ
せ
て
20
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。

　

都
市
計
画
課
都
市
計
画
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
72-

５
２
３
９

　

市
民
の
み
な
さ
ま
が
市
内
業
者
を
利
用
し
て
住
宅
の
増
改
築
又
は

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
に
、
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

秋
田
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業

の
申
請
も
取
り
次
ぎ
し
ま
す
。
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

問

　

母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　

４
月
４
日（
月
）、11
日（
月
）、

　
　
　
　
　

18
日（
月
）、25
日（
月
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
約
50
分
か
か
り
ま

す
。余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い

　

４
月
の
乳
児
健
診
・
相
談

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　

期
日　

４
月
26
日（
火
）

　

受
付
時
間　

12
時
45
分
〜
13
時

　

対
象　

平
成
22
年
12
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　

期
日　

４
月
26
日（
火
）

　

受
付
時
間　

９
時
45
分
〜
10
時

　

対
象　

平
成
22
年
９
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　

期
日　

４
月
７
日（
木
）

　

受
付
時
間　

12
時
45
分
〜
13
時

　

対
象　

平
成
22
年
６
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　

期
日　

４
月
15
日（
金
）

　

受
付
時
間　

13
時
15
分
〜
13
時
30
分

　

対
象　

平
成
22
年
４
月
生
ま
れ
の
子

　

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
相
談
会

期
日　

４
月
15
日（
金
）

時
間　

13
時
〜
15
時

場
所　

交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　

心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で

す（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
中
期
講
座

期
日　

４
月
14
日（
木
）

時
間　

18
時
〜
20
時
15
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

調
理
実
習
、パ
パ
の
妊
婦
体
験
等

対
象　

平
成
23
年
７
月
〜
９
月
出
産
予

定
の
方

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、エ
プ
ロ
ン
等

申
込
締
切　

４
月
７
日（
木
）

　

健
康
相
談

期
日
・
場
所

　

▽
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー　

４
月
７
日（
木
）

　

▽
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー　

４
月
７
日（
木
）

　

▽
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

４
月
21
日（
木
）

　

▽
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー　

４
月
27
日（
水
）

時
間　

10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

健
康
相
談
、血
圧
測
定
等

持
ち
物　

健
康
手
帳
（
初
め
て
の
方
は

不
要
）

　

ポ
リ
オ
予
防
接
種

期
日　

４
月
14
日
（
木
）

受
付
時
間　

13
時
〜
13
時
30
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

　

が
ん
検
診「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」

対
象
者　

平
成
24
年
４
月
１
日
ま
で
に

次
の
年
齢
に
な
る
方

【
女
性
の
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
】

▽
子
宮
頸
が
ん
検
診
＝
21
歳
、
26
歳
、　

31
歳
、36
歳
、41
歳
の
女
性

▽
乳
が
ん
検
診
＝
41
歳
、
46
歳
、
51
歳
、

56
歳
、61
歳
の
女
性

【
胃
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
】

▽
41
歳
、51
歳
の
男
性
、女
性

有
効
期
限　

平
成
23
年
12
月
末
ま
で

※
対
象
者
に
は
、
詳
細
を
個
別
に
お
知

ら
せ
し
ま
す

　

集
団
健（
検
）診
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
の
集
団
健
診
が
、
４
月

14
日
の
森
吉
地
区
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

年
1
度
の
健
康
診
断
は
、
皆
さ
ん
の

健
康
状
態
の
指
標
に
な
り
ま
す
の
で
必

ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
か
ら
の
通
知
や
健
康
ガ
イ
ド
等
で
、

日
程
を
確
認
し
て
受
診
く
だ
さ
い
。

　

4
月
は
、「
秋
田
県
は
し
か
排
除

　

推
進
月
間
」で
す
！

〜
は
し
か
ワ
ク
チ
ン
２
回
接
種
の
す
す
め
〜

　

は
し
か
に
は
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。流
行
し
て
も
、
２
回
接
種
で
ほ

ぼ
全
員
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
１
歳
児
、
年
長

児
、
中
１
と
高
３
年
齢
相
当
が
定
期
予

防
接
種
対
象
者
で
す
。
接
種
費
用
は
無

料
で
す
。
１
歳
児
以
外
の
対
象
者
に
は

個
人
通
知
を
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
へ
予
約
の
う
え
、
早
め
に

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
対
象
者
で
通
知
の
届
か
な
い
方
は
、

健
康
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、バ
ス
タ
オ
ル
他

①
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

②
突
然
の
発
熱
や
・
咳
・
く
し
ゃ
み
・

の
ど
の
痛
み
・
関
節
痛
・
下
痢
な
ど

の
症
状
が
あ
る
時
は
、
必
ず
マ
ス
ク

を
し
て
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い

①
激
し
い
嘔
吐
・
下
痢
等
は
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
を
疑
い
、
早
め
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
排
泄
物
は
粉
じ
ん
と
な
っ

て
空
気
中
に
飛
び
ま
す
。ゴ
ム
手
袋
・

マ
ス
ク
等
で
素
早
く
か
た
づ
け
ま
し

ょ
う
②
食
器
・
衣
類
等
の
消
毒
に
は
、

塩
素
系
の
洗
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う

　

予
防
に
は
、
規
則
正
し
い
生
活
習

慣
を
す
る
こ
と
を
原
則
に
、「
手
洗
い
」

「
う
が
い
」「
人
ご
み
を
避
け
る
」「
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る
」、
う
つ
さ
な
い

と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
！

　
　

健
康
推
進
課 

☎
62-

６
６
６
６

　
　

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

問

■４月20日（水）全血 
　　　　　　　【鷹巣地区】

10時～11時50分

13時20分～14時20分

14時40分～15時30分

15時45分～16時40分

問 市民課市民班　☎62-1114

Ｑ１：県庁の窓口でパスポート申請したいのですが？

Ａ１：県からの権限委譲により、北秋田市に住所がある方は市役

所窓口でのみの申請となりましたが、特別な事情がある場合は県

庁窓口で申請することができます。

　県庁窓口での申請希望の場合は、北秋田市窓口に申請者本

人が申し出てください。市窓口で承諾を得てから県庁窓口に

本人が申請することになります。　※代理申請はできません

Ｑ２：居所申請について教えてください

Ａ２：居所申請とは、住民登録している都道府県ではなく現在の

住んでいる都道府県でパスポート申請することをいいます。居所

申請は、居所が書類上確認できる事が必要です。

◎居所申請の対象者は

　▽一時帰国者の方　▽船員の方　▽学生・生徒の方

　▽長期出張者・単身赴任者及び季節労働者の方

　居所申請の場合は、住民票が必要です。また、対象者によっ

て一時帰国者居所申請申出書・居所申請申出書・居所証明

書の用紙などが必要です。

　また、通常のパスポート申請に必要な書類の他に、状況に

よって提出書類が違いますので、詳しくは現在お住まいの旅

券事務窓口までお問い合わせください。

注意：秋田県内で、住所登録地と住んでいる市町村が違う方は、居

所申請の対象にはなりませんのでご注意願います。代理申請はで

きません。

■公民館
中央公民館　　　☎６２－１１３０
【ロビー展】鷹巣絵画クラブ

▼４/11（月）母と子のわくわく広場＝
10:00～11:30

阿仁公民館　　　☎８２－２２２０
【ロビー展】阿仁自主グループの切り絵

■文化会館　 ☎６２－３３１１

▼４/２（土）上映会「相棒-劇場版Ⅱ」＝
①11:00～②14:00～　　大人1700円、
学生1400円、子ども1000円

▼４/３（日）三澤由美子ピアノ教室発
表会＝９:00～入場無料

▼４/16（土）おはなしでてこい＝14:00～

▼４/30（土）七音会音楽教室第48回研
究発表会＝14:00～入場無料

■スポーツ 　☎６２－３８００
▼４/16（土）第49回河田杯マラソン大
会＝中央公民館（開会式）

▼４/23（土）24（日）大北中学春季総体
バスケットボール大会＝鷹巣体育館

▼４/23（土）24（日）第50回全県選抜高
校男子柔道大会／第14回全県選抜高
校女子柔道大会＝森吉総合スポーツ
センター

▼４/24（日）第26回能代山本中学校春
季陸上競技大会＝鷹巣陸上競技場

☎

▼プール教室・・・・・10教室
▼トレーニング教室・・ ４教室

■払戻期間　４月11日（月）から

　　　　　　５月16日（月）まで

■時間　９時～18時

■場所　文化会館　■払戻　500円

■必要な物　【チケット半券または

プログラム】、【印鑑】の２点

※チケット半券またはプログラム
の無い方は、【通帳】、【印鑑】、【運転
免許証や保険証等、身分を証明する
もの】の３点をお持ちください

　　文化会館　☎62-3311
問

土地・家屋価格等縦覧帳簿
の縦覧ができます

期間　４月１日～５月31日

　　　　　（土日祝祭日を除く）

時間　８時30分～17時15分

場所　税務課、各総合窓口センター

対象　市内に所在する土地、家屋

を有する固定資産税の納税者及

び納税管理人、またはその代理人

必要な物　印鑑、本人確認書類、

委任状（代理人の場合）

　　税務課資産税班　☎62-1117問

料金
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

　

視
覚
障
が
い
者
用
電
子
白
杖

　

購
入
費
助
成
事
業

　

電
子
白
杖
を
必
要
と
す
る
視
覚
障
が

い
者
及
び
視
覚
障
が
い
が
あ
る
障
が
い

児
に
対
し
て
、
視
覚
障
が
い
者
等
の
福

祉
向
上
及
び
電
子
白
杖
の
普
及
推
進
の

た
め
、
電
子
白
杖
の
購
入
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　
　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62-

６
６
３
７

　

平
成
23
年
度
住
宅
整
備
資
金
の
貸
付

　

市
で
は
、高
齢
者
世
帯
、障
が
い
者
世

帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
等
が
住
宅
の
増
改

築
を
行
う
際
、
自
力
で
の
整
備
が
困
難

な
世
帯
に
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

対
象
条
件　

▽
高
齢
者
住
宅
は
、
60
歳

以
上
の
方
と
同
居
し
、
そ
の
た
め
の
居

宅
等
の
整
備
▽
障
が
い
者
住
宅
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級
及
び
療
育

手
帳
Ａ
に
該
当
す
る
方
の
居
宅
等
の
整

備
▽
ひ
と
り
親
世
帯
の
住
宅
整
備

申
込
期
限　

10
月
31
日（
月
）※
ひ
と
り

親
世
帯
は
年
中
申
込
み
で
き
ま
す

貸
付
金
額　

１
５
０
万
円
以
内

　
　

▽
高
齢
者
住
宅
…
高
齢
福
祉
課
高

齢
福
祉
班　

☎
62-

６
６
３
９

▽
障
が
い
者
住
宅
…
福
祉
課
障
が
い
福

祉
班　

☎
62-

６
６
３
７

▽
ひ
と
り
親
世
帯
の
住
宅
…
福
祉
課
こ

ど
も
福
祉
班　

☎
62-

６
６
３
８

　

東
京
都
は
東
京
空
襲
犠
牲
者

　

名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す

　

東
京
都
で
は
、
東
京
空
襲
で
犠
牲
と

な
っ
た
方
々
を
追
悼
し
平
和
を
願
う
た

め「
東
京
空
襲
犠
牲
者
名
簿
」を
作
成
し

て
い
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る
遺
族

及
び
関
係
者
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

対
象　

昭
和
17
年
４
月
18
日
か
ら
昭
和

20
年
８
月
15
日
ま
で
の
東
京
都
内
に
お

け
る
空
襲
で
亡
く
な
っ
た
方

名
簿
登
載
事
項　

①
氏
名
②
年
齢
③
死

亡
年
月
日
④
死
亡
場
所（
区
市
町
村
名
）

名
簿
へ
の
登
載　

毎
年
12
月
末
ま
で
に

受
け
付
け
た
犠
牲
者
の
お
名
前
を
３
月

に
名
簿
へ
追
加
搭
載
し
ま
す

名
簿
保
管
場
所　

墨
田
区
横
網
二
丁
目

／
都
立
横
網
町
公
園
内
「
東
京
空
襲
犠

牲
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
碑
」

　
　

東
京
都
生
活
文
化
局
文
化
事
業
課

　
　
　

☎
03-
５
３
８
８-

３
１
４
１

　

防
衛
省
・
自
衛
官
等
採
用
試
験

▼
一
般
曹
候
補
生（
男
女
）

受
付　

５
月
６
日（
金
）ま
で

試
験
日　

５
月
21
日（
土
）

試
験
会
場　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
自
衛
隊
幹
部
候
補
生（
男
女
）

①
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

②
歯
科
幹
部
候
補
生

③
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

受
付　

５
月
６
日（
金
）ま
で

試
験
日　

５
月
14
日（
土
）筆
記
試
験
／

５
月
15
日（
日
）筆
記
式
操
縦
適
性
検
査

試
験
会
場　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
　

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
大
館

出
張
所　

☎
０
１
８
６-

42-

１
３
９
８

　

社
交
ダ
ン
ス　

初
心
者
講
習
会

期
間　

４
月
７
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

の
木
曜
日
に
12
回

時
間　

19
時
〜
21
時

参
加
料　

無
料

場
所　

中
央
公
民
館（
第
１
・
３
木
曜
日
）

／
交
流
セ
ン
タ
ー（
第
２
・
４
木
曜
日
）

講
師　

藤
島
浩
さ
ん（
日
本
ボ
ー
ル
ル
ー
ム

ダ
ン
ス
連
盟
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

内
容　

ブ
ル
ー
ス
、ワ
ル
ツ
、ジ
ル
バ

対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

　
　

シ
ル
バ
ー
健
康
ダ
ン
ス
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62-

４
９
０
８

問

問

問

申

問

　４月１日から、介護保険住宅改修費等の「受領委

任払い制度」が始まります。

　「受領委任払い制度」とは、特定福祉用具の購

入及び住宅改修の費用の支払いについて、保険

給付分を除いた自己負担分（１割）のみを支払い、

保険給付分については、登録事業者に受け取り

を委任し、登録事業者が市に請求する制度です。

※受領委任払い制度を利用するためには事業者が

　市に登録する必要があります。（事業者登録は受

　付中です） 

※登録をしていない事業者又は利用者が受領委任

　払いを望まない場合には、 従来どおり「償還払

　い」の方式となります。 

　詳細は市ホームページをご覧ください。

問 高齢福祉課介護保険班　☎62-1112

　昭和56年５月31日以前に建築された木造戸建住

　宅（併用住宅の場合は、店舗等部分の面積が２分

　の１未満を対象とします）

　・市内の耐震診断士と耐震診断の契約をする方　

　・住宅を所有（共有を含む）する個人であること　

　・市税等を滞納していないこと

　要した費用の３分の２の金額（上限３万円）

　受付時期　４月１日から平成24年２月末まで

　申請場所　都市計画課（森吉）、生活課（鷹巣）、

　　　　　　合川及び阿仁総合窓口センター

　申請方法　補助金交付申請書に以下の書類を

　　　　　　添付して提出してください

▼住宅の付近見取図▼住宅の建築時期及び所有者

が確認できる書類▼耐震診断費用の見積書の写し

▼住宅に借家人が住んでいる場合は、耐震診断の実

施に係る同意書

問 都市計画課都市計画班　☎72-5239

　後期高齢者医療保険料、介護保険料、国民健康

保険税について、年金からの天引き（特別徴収）

の対象者には、例年４月上旬に『仮徴収のお知ら

せ』を送付し通知してきました。

　

▼平成23年４月、６月、８月分の年金について、

保険料（税）の特別徴収額は、平成23年２月と同

額です

▼市民税の確定後、平成23年７月に保険料（税）

確定通知を送付します

後期高齢者医療保険料（総合窓口課）　☎62-1118

介護保険料　　　　（高齢福祉課）　☎62-1112

国民健康保険税　　　　（税務課）　☎62-1116

問

期
日　

４
月
28
日（
木
）

時
間　

10
時
〜
12
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

（
受
付
９
時
30
分
〜
）

場
所　

鷹
巣
中
央
公
園
内

参
加
費　

無
料

コ
ー
ス　

２
キ
ロ
、４
キ
ロ

持
ち
物　

昼
食
、飲
み
物
、雨
具
、は
し
、

お
椀（
み
そ
汁
サ
ー
ビ
ス
あ
り
）

申
込
締
切　

４
月
21
日（
木
）

※
合
川
、森
吉
、阿
仁
か
ら
バ
ス
送
迎
が

あ
り
ま
す（
先
着
順
）

　
　
　

健
康
推
進
課 

☎
62-

６
６
６
６

問

申

☎

　消費生活相談窓口では、消費活動

に伴うトラブルについての相談を受

け付けています。一人で悩まずに消

費生活相談窓口へご相談ください。

県の消費生活相談窓口が変わります

　県では地域振興局の消費生活相談窓口を再編し、

４月１日から生活センターの北部相談室と南部相

談室を新たに開設します。【相談日】　月曜～金曜日

▼秋田県生活センター　☎018-835-0999

　秋田市中通 2-3-8　アトリオン７階

▼北部消費生活相談室　　☎0186-45-1040

　大館市字中町 5　旧正札竹村ビル１階

▼南部消費生活相談室　　☎0182-45-6104

　横手市旭川 1-3-41　平鹿地域振興局１階

【相談時間】　９時～ 17時（南部は 8時 30 分～）

　国民年金保険料は、月額（定額）１万5020円、付加

保険料は、月額400円です。

　『口座振替』や『クレジットカード』での納付は、

納め忘れなく便利でお得です。

　　市民課国保年金班　☎62-1118

　　または、各総合窓口センター

問

　

　４月１日（金）～３日（日）　11時～14時30分、17時30分～20時30分

　４月２日（土）～３日（日）　10時～16時

　４月16日（土）　会場:四季美館

　開場:13時30分　開演:14時～　◇入場券:1000円

コンベンションホール四季美館　☎75-3939

問

問

　地震の際の倒壊等による災害を未然に防止し、

安全を確保するため、木造住宅の耐震診断に係る

経費の一部を補助します。
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

　

春
の
火
災
予
防
運
動
週
間

　

４
月
３
日（
日
）〜
９
日（
土
）

◆
統
一
標
語
◆　

『「
消
し
た
か
な
」 

あ

な
た
を
守
る　

合
言
葉
』

　

消
防
本
部
及
び
消
防
団
で
は
、
火
災

予
防
運
動
週
間
に
火
災
予
防
啓
発
活
動

の
一
環
と
し
て
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

■
４
月
３
日（
日
）

▽
各
地
区
消
防
団
に
よ
る
チ
ラ
シ
配
布

▽
防
火
ぬ
り
絵
展
示
（
９
日
ま
で
／
内

陸
線
阿
仁
合
駅
・
比
立
内
駅
）

※
期
間
中
は
朝
７
時
、
夜
９
時（
森
吉
８

時
）
に
防
火
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
及
び
消

防
車
両
に
よ
る
巡
回
広
報
を
し
ま
す

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お
済

で
す
か
？

　

北
秋
田
市
管
内
や
県
内
外
に
お
い
て

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
ご
自
身
や
家
族
の
身
を
守
る
た

め
に
も
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。
平
成
23
年
６
月
か
ら
設

置
が
義
務
化
に
な
り
ま
す
。

■
地
震
に
備
え
て

▽
非
常
持
出
品
を
再
確
認
す
る
（
非
常

食
、飲
料
水
、懐
中
電
灯
、ラ
ジ
オ
、電
池
、

衣
類
等
避
難
生
活
に
必
要
な
物
）

▽
地
震
が
発
生
し
た
ら
、
机
の
下
な
ど

に
入
り
自
分
の
身
を
守
る

▽
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、
火
の
元
を

確
認
し
、出
入
り
口
を
確
保
す
る

▽
家
具
等
の
転
倒
、落
下
防
止
す
る

▽
隣
近
所
と
協
力
し
合
う
（
声
を
か
け

合
う
な
ど
、安
否
を
確
認
す
る
）

「
火
災
は
人
災
、
あ
な
た
の
力
で
火
事
出

す
な
！
」

　
　

消
防
本
部
予
防
課　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62-

１
１
１
９

　

秋
田
県
住
ま
い
づ
く
り
応
援
事
業

　

秋
田
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業

　

平
成
23
年
度
の
継
続
が
決
定
し
、
現

在
申
込
み
を
受
付
中
で
す
。

■
住
ま
い
づ
く
り
応
援
事
業

　

住
宅
ロ
ー
ン
融
資
額
の
当
初
５
年
分

の
利
子
相
当
額
の
２
分
の
１
（
80
万
円

を
限
度
）を
助
成

■
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業

　

住
宅
の
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

（
50
万
円
以
上
）
の
工
事
費
の
10 

％
（
20

万
円
を
限
度
）を
補
助

　
　

北
秋
田
地
域
振
興
局
建
築
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63-

２
５
３
１

　

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が

　

４
月
納
付
分
か
ら
上
が
り
ま
す

　

厳
し
い
財
政
状
況
に
よ
り
、
４
月
納

付
分
か
ら
健
康
保
険
料
率
は
９
・
54
％

に
、
介
護
保
険
料
率
は
１
・
51
％
に
そ

れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
こ
の
よ
う
な
ご
負
担
に
つ

い
て
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

全
国
健
康
保
険
協
会
秋
田
支
部

　
　
　

☎
０
１
８-

８
８
３-

１
８
４
１

①南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13-2

　･簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽・風呂釜なし

　･簡易耐火２階建　２ＬＤＫ　浴槽・風呂釜なし

　月額　9,200円～25,600円　※４戸募集

②上杉団地･･･上杉字上屋布岱61-47★

　木造平屋１戸建　４ＬＤＫ

　月額　42,000円～73,000円

③畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏147★

　木造平屋長屋建　３ＬＤＫ　※２戸募集

　月額　27,500円～54,000円 共益費 200円

④上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★

　木造２階２戸建　３ＬＤＫ

　月　額　16,400円～32,300円 

⑤東裏簡２団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1

　簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽なし

　月　額　10,500円～20,700円

⑥サンコーポラスなかたい住宅

　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51-1

　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ

　月　額　43,100円　共益費　800円

　駐車場使用料　3,000円（希望者のみ）

　〔募集戸数〕　各階１戸

　※★印の住宅は単身入居不可です

【敷金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）

【入居資格】

・収入基準を満たすこと

・住宅に困窮していることが明らかなこと

・公租公課を滞納していないこと

【受付期間】　４月１日（金）～12日（火）土日除く

　※募集住宅については変更になる可能性

　がありますので、電話等でお問い合わせ

　ください。

【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）

／合川総合窓口センター／阿仁総合窓口セ

ンター

【現地案内の日時】

　日時　４月５日（火）又は６日（水）

　▽阿仁地区11:00～　▽鷹巣地区13:30～

　▽合川地区15:30～

※案内日の前日までに電話等でお申込ください

問 都市計画課 建築住宅班　☎72-5246
　　高齢福祉課 地域包括支援センター　☎69-7061問

問

　 診療科

内科

糖尿病外来

小児科

外科

整形外科
 

産婦人科

脳神経外科

循環器内科

心臓血管外科

耳鼻咽喉科※

泌尿器科※

歯科口腔外科※

神経内科

精神科

眼科

皮膚科

形成外科

人間ドック

月

○

－

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

－

－

－

○

○

　受付時間

８:30～11:30

８:30～11:30

８:30～11:30

14:30～15:30

８:30～11:30

８:30～11:30

13:00～15:30

８:30～11:30

８:30～11:30

８:30～11:30

８:30～11:30

８:30～11:30

14:30～15:30

８:30～11:00

８:30～９:30

８:30～11:00

13:30～15:30

８:30～11:00

８:30～11:30

８:30～10:30

８:30～11:30

８:30～11:30

予約制

▼耳鼻咽喉科　20日（水） 

▼泌尿器科　　20日（水）～22日（金）

※耳鼻咽喉科（午後）は、学童又は予約者のみの診察です
※泌尿器科（午前）と歯科口腔外科（午前・午後）の再来は予約制です
※泌尿器科の水曜日は、再来のみ受付です
◎４月１日より４階西病棟に療養病床を開設します
◎土曜、日曜、祝祭日は全科休診です
◎休診や診療日変更となる場合もありますので、電話にて
　お問い合わせください（電話は 24 時間受付）

　　北秋田市民病院　☎６２－７００１　　７８－９５００問

　 診療科

内科

小児科

脳神経外科

心臓血管外科※

整形外科

　受付時間

８:30～11:30

８:30～11:30

８:30～11:30

８:30～11:30

８:30～10:30

　診療時間

９:00～17:00

９:00～12:00

９:00～17:00

８:30～12:00

11:00～14:00

９:00～12:00

９:00～17:00

診療日（曜日）

毎週月曜～金曜日

第１･３･５土曜日

毎週月曜～金曜日

第１･３･５土曜日

毎週木曜日

第 2金曜日（4月）

第 1金曜日（5月～）

毎週水曜日

　４月１日から開設する、市立米内沢診療所の診療体制は

次のとおりです。

※心臓血管外科は、再来のみ受付です

◎再来受付機の受付開始時間は午前８時です

　　米内沢診療所　☎７２－４５０１問

　市では、市民の皆さまがいつまでも健康で元気に生

活していただけるように、介護予防事業に取り組んで

います。今年度から要介護認定者を除く65歳以上の方

に対し、介護予防のための「基本チェックリスト」を個

別送付します。

　この「基本チェックリスト」は、回答することで自身

の身体の状態を把握できるほか、今後の介護予防にも

役立てることができます。ご協力をお願いします。

■対 象 者　要介護認定者を除く65歳以上の市民

　　　　　　　　　　　　（平成23年３月31日基準）

■送付時期　森吉地区＝４月下旬

　　　　　　阿仁地区＝５月中旬

　　　　　　合川地区＝６月中旬

　　　　　　鷹巣地区＝７月上旬

※特定健康診査と同時に行っていた介護予防健診は

廃止し、基本チェックリストでの調査に変更します。

市から
「基本チェック
リスト」を送付

27項目の質問に
「はい」「いいえ」
で回答

同封の封筒で
市へ返信

市から
アドバイス票、
教室紹介、パン
フレットを送付

「健幸づくりシ
ニア」に該当し
た方で教室参加
希望の方には職
員が訪問します

介護予防教室参加
けんこう

　市では、基本チェッ

クリストで生活機能低

下のあった方を「健幸

づくりシニア」として、

健康づくり、幸せづく

りで元気な方を増やす

ことを目的に介護予防

教室にお誘いします。

けんこう
けんこう

問問

区分

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午前

午前

午前

予約

火

○

－

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

－

○

－

○

○

－

○

○

○

－

○

水

○

－

○

○

○

○

－

○

－

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

－

○

○

木

○

－

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

－

○

－

○

○

－

－

－

－

－

○

金

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

○

○

－

○

－

○

○

○

○

－

○

－

○
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

　

市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
２
月
》

▽
慶
弔
費
３
万
３
８
２
８
円（
７
件
）

▽
会　

費
４
万
１
７
５
０
円（
６
件
）

▽
そ
の
他　
　
　
　
　

０
円（
０
件
）

▽
合　

計
７
万
５
５
７
８
円（
13
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

　

入
札
結
果
の
公
表《
２
月
》

　

《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
災
害
防
除
工
事
（
市
道
萱
草
地
蔵
岱
線
）

／
１
９
３
７
万
２
５
０
０
円
／
㈱
上
杉
組

▼
河
川
災
害
復
旧
工
事
（
普
通
河
川
大
舟

木
沢
川
右
岸
）
／
５
５
１
万
２
５
０
０
円

／
㈲
千
葉
建
設
▼
河
川
災
害
復
旧
工
事

（
準
用
河
川
湯
車
川
右
岸
）
／
４
７
４
万
６

０
０
０
円
／
㈲
千
葉
建
設
▼
道
路
改
良
工

事
（
市
道
大
野
台
幹
線
）
１
工
区
／
１
８
７

４
万
２
５
０
０
円
／
㈱
伊
勢
組
▼
道
路
改

良
工
事
（
市
道
大
野
台
幹
線
）
２
工
区
／
１

８
９
０
万
円
／
㈲
宗
和
▼
北
秋
田
市
上
杉

金
沢
地
区
市
道
大
野
台
幹
線
改
良
に
伴
う

水
道
管
移
設
工
事
／
１
４
１
７
万
５
０
０

０
円
／
㈲
宗
和
▼
北
部
２
号
幹
線
工
事

（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
１
）
／
２
３
７
３
万
円

／
朝
日
建
設
㈱
▼
北
部
２
号
幹
線
工
事

（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
２
）
／
２
３
７
８
万
２

５
０
０
円
／
㈱
津
谷
組

お
誕
生
お
め
で
と
う

   

ご
ざ
い
ま
す

佐

藤

愛

華

田

村

珀

斗

田

村

楓

斗

鈴

木

玲

弥

堀

内

康

太

金

田

和

馬

工

藤
　

凛

松

岡

萌

愛

庄

司

美

遥

庄

司

心

優

舟
見
町

伊
勢
町

伊
勢
町

旭

町

旭

町

合

川

上

杉

羽
根
山

惣

内

惣

内

長
女

二
男

三
男

長
男

二
男

長
男

長
女

三
女

長
女

長
男

薫雅
昭

雅
昭

潤
一

清
美平達

也求琢
磨

琢
磨

直
美

愛
美

愛
美

恵
美

ま
ゆ
子

久
美
子

由
利
子

純
子

美
穂

美
穂

ま

な

か

は

く

と

ふ

う

と

れ

い

や

こ

う

た

か

ず

ま
り
ん

も

あ

み

ゆ

し

ゅ

う

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん （（（（（（（（（（

））））））））））

慶
弔
だ
よ
り

２
月
16
日
〜
３
月
15
日
届
出
分

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　
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歳)
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さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　
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(　

歳)

(　

歳)
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歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　
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(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

(　

歳)

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

九

嶋

鐵

雄

神

成

ス

ヱ

佐
藤
ハ
ル
ヱ

佐

藤
　

清

畠
山
ト
ミ
ヱ

疋

田

栄

作

金

沢

幸

治

大

川

ハ

ナ

佐

藤

重

藏

岩

本
　

歌

石

井

康

裕

成

田

チ

ヱ

菊
地
キ
ミ
子

工

藤

ナ

ミ

中
嶋
は
る
子

三
上
羽
根
子

三

沢

孝

一

櫻
庭
三
次
郎

本

城

谷

透

佐

藤

健

治

長

崎

勇

美

櫻

田

ト

シ

吉

田

成

子

佐

藤
　

章

佐
藤
長
吉
郎

柴

田

助

吉

佐

藤

健

二

渡

辺

五

助

松

橋

ノ

リ

工

藤

惠

一

日

景

重

春

柴
田
四
方
治

髙

杉

チ

ヱ

織

山

キ

ヌ

佐

藤

貞

作

吉

田

ア

キ

涌

坪

セ

ツ

庄
司
忠
一
郎

髙

堰

直

嗣

佐

藤

與

助

泉
　

ツ

ナ

舟

場

小

森

坊

山

松
葉
町

藤

株

前

野

掛

泥

今

泉

高
野
尻

住
吉
町

前

山

坊
沢
上
町 

松
葉
町

坊

山

住
吉
町

黒

沢

田

中

あ
け
ぼ
の
町 

舟
見
町

街
道
町

坊
沢
大
町 

木
戸
石

川

井

川

井

木
戸
石

八
幡
岱

東
根
田

大

渕

根
小
屋

寄

延

米
内
沢
駅
前 

柏
木
岱

浦

田

前
田
駅
前 

桂

坂

通
り
町

桂

坂

通
り
町

阿
仁
幸
屋
渡 

阿
仁
幸
屋
渡 

阿
仁
中
村 

7494778798625986868962947280878790945772

768097848579738682637784929590918589748885

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※２月28日現在住民基本台帳による

総人口　37,095人（64人減）

　男　　17,415人（37人減）

　女　　19,680人（27人減）

出　生　16人　転　入　29人

死　亡　61人　転　出　48人

世帯数  14,531世帯（24世帯減）

前月比

お
二
人
の
前
途
を

　
　
　
　

祝
福
し
ま
す

佐

藤

雅

彦

鎌

田

　

舞

ま

さ

ひ

こ
ま
い　

さ
ん

　

さ
ん

前

野

秋

田

市

（

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

曜

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

電話番号

63－2700

60－1055

63－0105

62－1146

62－1155

62－1101

69－5300

62－7001

62－2261

62－1400

63－0515

63－2700

82－2351

60－1055

69－7311

62－1146

62－2882

78－3161

63－0105

72－4501

62－7001

62－2261

62－1155

62－1101

62－1146

62－2882

62－1400

78－3161

63－0515

69－7311

医 療 機 関 名

たむら内科クリニック

うえ だ クリニック

佐々木産婦人科医院

奈 良 医 院

近 藤 医 院

盛 岡 外 科 医 院

毛利整形外科クリニック

北 秋 田 市 民 病 院

津 谷 内 科

石川耳鼻咽喉科医院

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

たむら内科クリニック

阿 仁 診 療 所

うえ だ クリニック

児玉内科クリニック

奈 良 医 院

藤 原 医 院

国民健康保険合川診療所

佐々木産婦人科医院

米 内 沢 診 療 所

北 秋 田 市 民 病 院

津 谷 内 科

近 藤 医 院

盛 岡 外 科 医 院

奈 良 医 院

藤 原 医 院

石川耳鼻咽喉科医院

国民健康保険合川診療所

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

児玉内科クリニック

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。

（診療時間 午後６：３０～９：００）

の納期限税

５ ２

櫻

田

敬

大

田

中

麻

里

と

し

ひ

ろ

ま

り　

さ
ん

　

さ
ん

合

川

下

家

下

（
照

内

貢

平

松

本

恵

理

こ

う

へ

い

え

り　

さ
ん

　

さ
ん

宮

前

町

盛

岡

市

（
橋

本

健

太

千

葉

郁

美

け

ん

た

い

く

み　

さ
ん

　

さ
ん

中

新

田

小

森

（

■
鷹
巣
図
書
館 

☎
62-

３
３
１
１

■
森
吉
図
書
館 

☎
72-

３
１
９
２

　

（
６
、13
、17
、20
、27
、29
日
）

■
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル 

☎
78-

９
２
９
０

　

（
２
、３
、９
、10
、16
、17
、23
、24
、29
、30
日
）

■
ひ
ま
わ
り
の
家 

☎
78-

４
０
２
５

　

（
４
日
、11
日
、18
日
、25
日
）

問

　市では、４月からの高校統合に伴い、内陸線を利用して

高校に通学する生徒に定期券購入の補助を始めます。

　この制度により、保護者の負担はＪＲ相当額まで軽減さ

れることになります。

北秋田市在住者で高校に

　内陸線を利用して通学する生徒の保護者

乗車区間に応じた補助金額

　補助金交付申請書に使用後の通学定

　期券の写しを添付して、内陸線再生支援室(阿仁庁舎)、合

　川・森吉総合窓口センター、生活課(本庁舎)に申請してく

　ださい。なお、申請は定期券の有効期限満了日から１カ

　月以内です。

内陸線再生支援室　　☎82-2114

（例）６ヶ月定期券の保護者負担額

　合 川 駅～鷹巣駅間　 57,840円 → 22,500円

　米内沢駅～鷹巣駅間　 68,010円 → 28,400円

　阿仁合駅～鷹巣駅間　 107,840円 → 41,300円

鈴

木

裕

樹

山

方

純

子 　

さ
ん

　

さ
ん

阿
仁
水
無

秋

田

市

（

ひ

ろ

き

じ

ゅ

ん

こ



■
投
票
日

○
期
日
／
４
月
10
日（
日
）

○
時
間
／
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
（
一

部
投
票
所
は
午
後
６
時
ま
で
）

※
投
票
所
の
開
閉
時
間
と
場
所
は
、
投

票
所
入
場
券
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票

　

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
や
む
を

得
な
い
理
由
で
投
票
日
に
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、「
期
日
前
投

票
制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
期
日
／
４
月
２
日（
土
）〜
９
日（
土
）

○
場
所
／
北
秋
田
市
役
所
本
庁
舎
（
３

階
第
３
会
議
室
）＝
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
８
時
／
合
川
、
森
吉
、
阿
仁
各
庁

舎
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

■
投
票
入
場
券

　

投
票
所
入
場
券
は
発
送
済
み
で
す
が
、

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

投
票
の
際
は
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
62-
６
６
１
４

※
期
日
前
投
票
を
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
入

場
券
裏
面
の
枠
内
に
必
要
事
項
を
記
入
し
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

せ
ん
き
ょ

せ
ん
き
ょ

☎

※昼食、飲み物、雨具等※昼食、飲み物、雨具等
　は各自準備ください　は各自準備ください
※昼食、飲み物、雨具等
　は各自準備ください

　全市一斉春のクリーンアップを実施しますので、

美しく住みよい街づくりのため、市民総参加によ

る環境美化運動にご協力をお願いします。

　なお、秋田県では、今月を「あきた・クリーン強

調月間」として 4月 17 日の「あきた・ビューティ

フル・サンデー」を中心にクリーンアップを呼び

かけています。

※実施日、時間は地区によって異なる場合がありますの

で、事前に地区の自治（町内）会長さんにご確認ください

(問) 生活課環境班 ☎62-1110 または総合窓口セン

ター [合川☎78-2113／森吉☎72-3111／阿仁☎82-2113]

各地域の道路、河川敷、公園、
墓地、公共広場等

☎

←
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